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一

は
じ
め
に

　

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
、
法
律
第
六
六
号
、
以
下
、

公
文
書
管
理
法
と
略
記
）
の
最
大
眼
目
は
、
公
文
書
の
統
一
的
管
理
で
あ
る
。
統

一
的
管
理
と
は
、
公
文
書
を
「
現
用
」「
非
現
用
」
の
区
別
な
く
管
理
す
る
こ
と

で
あ
る
。「
現
用
」
に
あ
っ
て
は
、
政
策
立
案
の
過
程
を
的
確
に
残
し
て
、
組
織

共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
綴
る
こ
と
で
先
例
と
し
て
執
務
の
参
考
に
資
す
る
。

保
存
期
限
が
超
過
し
、「
非
現
用
」
と
な
っ
た
後
も
、執
務
参
考
に
資
す
る
と
共
に
、

「
特
定
」
公
文
書
と
し
て
一
般
市
民
に
公
開
さ
れ
て
行
政
に
対
す
る
「
検
証
」
に

使
用
さ
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、「
現
用
」「
非
現
用
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
策
過

程
を
再
現
で
き
、
ま
た
、
事
実
を
証
明
す
る
に
充
分
な
組
織
共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル

が
作
ら
れ
、
保
管
さ
れ
、
後
に
国
民
の
「
検
証
」
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
公
文
書
管
理
法
で
統
一
的
管
理
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
消
え
た
年
金
問
題
、
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
議
事
録
、
自
衛
隊
日
報
問

題
に
森
友
・
加
計
問
題
…
、
公
文
書
・
行
政
文
書
を
め
ぐ
る
不
祥
事
が
、
公
文
書

管
理
法
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
続
発
し
て
い
る
。

　

公
文
書
管
理
法
が
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
防
げ
な
か
っ
た
の
は
「
な
ぜ
か
」、

ま
た
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
の
再
発
を
防
ぐ
に
は
「
何
が
必
要
か
」、
議

論
は
こ
こ
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
与
党
（
自
由
民
主
党
と
公
明
党
）
は
、

そ
の
一
つ
の
答
え
と
し
て
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
七
月
六
日
付
で
与
党

公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
「
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関

す
る
最
終
報
告
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

１
）。

　

本
最
終
報
告
の
分
析
は
、
次
章
に
譲
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
漸
進
的
か
つ
暫
定

的
な
も
の
で
、
抜
本
的
な
改
革
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

改
め
て
、
公
文
書
管
理
法
第
一
条
（
目
的
）
で
は
、

　
（
目
的
）

　
　

�

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
諸
活
動
や
歴
史
的
事

実
の
記
録
で
あ
る
公
文
書
等
が
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民

共
有
の
知
的
資
源
と
し
て
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
主
権
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
行
政
文
書
等

の
適
正
な
管
理
、歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図
り
、も
っ



― 2―

小池聖一　　公文書管理法修正試案再考

て
行
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
国
及

び
独
立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説

明
す
る
責
務
が
全
う
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
あ
る
。
公
文
書
が
、「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」
で
あ
り
、重
要
な
こ
と
は
、「
国

民
が
主
体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
」
で
あ
り
、「
行
政
文
書
等
の
適
正
な
管
理
、

歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利
用
等
を
図
り
」（
こ
れ
が
公
文
書
の
統
一

的
管
理
）、「
行
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動
を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説

明
す
る
責
務
」
と
し
て
い
る
。

　

今
日
、
問
題
は
、「
歴
史
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
現
在
」
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。「
現
用
」
の
行
政
文
書
管
理
で
あ
り
、
そ
の
運
営
主
体
で

あ
る
行
政
機
関
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
公
文
書
管
理
を
「
歴
史
公
文

書
等
」
と
「
将
来
の
国
民
」
に
限
定
す
る
の
は
、
根
本
的
な
誤
り
で
あ
り
、
真
の

問
題
点
を
ミ
ス
リ
ー
ド
し
か
ね
な
い
（
し
て
き
た
…（

２
））。

何
よ
り
も
、現
在
の
「
行

政
文
書
等
の
適
正
な
管
理
」
が
な
さ
れ
、「
行
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
」
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
・
市
民
…
「
現
在
」
の
国

民
が
公
文
書
管
理
に
求
め
て
い
る
の
は
、「
説
明
す
る
責
務
」
に
つ
い
て
な
の
で

あ
る
。

　

こ
の
公
文
書
管
理
問
題
に
は
、
三
つ
の
観
点
が
存
在
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
情

報
公
開
法
と
と
も
に
、
国
民
の
知
る
権
利
を
拡
大
す
る
方
向
性
で
あ
る（

３
）。

二
つ
目

は
、行
政
組
織
の
政
策
立
案
に
資
し
、業
務
の
合
理
化
を
促
進
す
る
方
向
で
あ
る
。

文
書
行
政
な
ど
と
い
う
言
葉
も
造
語
さ
れ
て
い
る
が
、
公
文
書
管
理
は
、
行
政
の

一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
つ
目
が
、
そ
れ
が
国
立
公
文
書
館
等

に
移
管
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
検
証
」
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。こ
の
三
番
目
の
公
文
書
管
理
に
お
い
て
中
核
と
な
る
の
が
、公
文
書
館
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
三
つ
の
観
点
を
統
合
し
つ
つ
、
公
文
書
管
理
法
の
改
正
と
そ
の

目
標
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、
旧
稿

に（
４
）、

そ
の
後
の
公
文
書
管
理
委
員
会
で
の
議
論
等
を
加
味
し
つ
つ
、
新
た
な
視
角

か
ら
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」
を
「
国
民
が
主
体
的

に
利
用
」
す
る
前
提
と
し
て
「
現
在
」
の
国
民
の
た
め
に
、
特
に
、
第
二
点
の
行

政
利
用
に
資
す
る
も
の
と
し
て
の
公
文
書
管
理
を
中
心
に
考
察
す
る
。
そ
し
て
、

公
文
書
管
理
法
の
改
正
試
案
を
再
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
営
主
体
に
つ
い

て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１　

�「
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
最
終
報
告
」
と
野
党
提
出
改
正
案

の
問
題
点

　

１－

１　

�

与
党
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
「
公
文
書

管
理
の
改
革
に
関
す
る
最
終
報
告
」

　

自
衛
隊
日
報
問
題
は
稲
田
朋
美
防
衛
大
臣
の
辞
任
に
つ
な
が
り
、
森
友
・
加
計

問
題
は
、「
忖
度
」
の
有
無
を
含
め
、
安
倍
晋
三
首
相
の
責
任
問
題
と
も
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
国
会
で
の
議
論
は
盛
ん
で
あ
り
、
原
因
究
明
と
と
も
に
、
再

発
防
止
の
観
点
か
ら
、
公
文
書
管
理
法
の
改
正
、
な
か
で
も
、
不
正
行
為
に
対
す

る
罰
則
化
を
一
つ
の
焦
点
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
消
え
た
年
金
問
題
、
自
衛
隊
護
衛
艦
の
航
海
日
誌
誤
廃
棄
問
題
を
端
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緒
と
し
て
作
ら
れ
た
公
文
書
管
理
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
文
書
を
め
ぐ
る
問

題
が
続
発
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
法
の
改
正
と
不
正
的
行
為
は
、
イ
タ
チ
ご
っ

こ
の
様
相
を
し
め
し
て
い
る
た
め
、
追
及
す
る
野
党
の
み
な
ら
ず
、
与
党
も
、
公

文
書
管
理
法
に
基
づ
く
改
革
案
の
作
成
が
急
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

与
党
自
由
民
主
党
・
公
明
党
は
、
元
総
務
大
臣
、
自
民
党
代
議
士
の
新
藤
義
孝

を
座
長
と
す
る
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

た
（
平
成
三
〇
年
四
月
六
日
）。
同
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
平
成
三
〇
年
四
月

二
七
日
付
で
「
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
中
間
報
告
」
を
作
成
し（

５
）、

七
月
六

日
付
で
本
最
終
報
告
を
ま
と
め
て
い
る（

６
）。

そ
し
て
、
同
日
、
安
倍
晋
三
首
相
に
申

し
入
れ
を
行
い
、
安
倍
首
相
も
最
終
報
告
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
こ
の
最
終
報
告
に
そ
っ
て
公
文
書
管
理
改
革
を
す
す
め
て
い
る
。
政

府
は
、
特
定
秘
密
保
護
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
内
閣
府
独
立
公
文
書
管
理
監
の
権

限
を
拡
大
し
、
そ
の
も
と
に
、
各
省
庁
の
公
文
書
管
理
状
況
を
監
視
す
る
公
文
書

監
査
室
を
平
成
三
〇
年
九
月
三
日
に
新
設
し
て
い
る
（
関
係
閣
僚
会
議
決
定
は
七

月
二
〇
日
）。

　

そ
の
際
、
本
最
終
報
告
の
最
初
に
は
、「
一
連
の
問
題
に
対
す
る
国
民
の
不
信
・

疑
念
は
未
だ
完
全
に
払
し
ょ
く
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
」
と
あ
り
、
政
府
に
「
真
摯

な
説
明
と
改
革
の
断
行
」
を
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
野
党
案
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
最
大
の
問
題
点
は
、
こ
こ
に

あ
る
。
問
題
の
震
源
地
は
、
政
府
の
中
核
で
あ
る
内
閣
官
房
で
あ
り
、
そ
の
秘
書

官
が
公
文
書
を
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
問
題
な
の
で
あ
る
。
本
来
、
公
文
書
管
理

は
、
行
政
行
為
で
あ
り
、
政
府
を
含
む
行
政
組
織
全
体
を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、「
政
府
の
実
施
状
況
を
厳
し
く
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
」
と
し
て
い
る
が（

７
）、

政
府
そ
れ
自
体
を
も
監
視
し
、
持
続
可
能

な
検
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
と
つ
な
が
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
。
本
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
国
民
の
不
信
に
対
し
て
、
早
く
対
策
を
提
示
す

る
こ
と
に
腐
心
し
て
案
を
作
っ
た
た
め
、
暫
定
的
・
中
間
的
な
報
告
と
な
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
、
立
法
府
に
あ
る
与
党
議
員
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

原
案
を
作
成
し
た
だ
け
に
、
政
府
を
も
対
象
と
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
端
緒
と

な
る
報
告
書
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
…
、
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
最
終
報
告
の
要
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る（

８
）。

　

①�

内
閣
府
に
政
府
Ｃ
Ｒ
Ｏ
（Chief�Record�O

ffi
cer

）
を
新
設
し
、
各
府
省

に
対
す
る
調
査
・
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、
各
府
省
Ｃ
Ｒ
Ｏ
を
統
率
す
る
。

　

②
電
子
文
書
化
を
促
進
さ
せ
、
効
率
的
な
文
書
管
理
を
行
う
。

　

こ
の
二
点
に
付
随
し
て
、「
①
」
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ
を
設
置
し

て
公
文
書
管
理
の
厳
密
化
を
行
い
、
同
時
に
公
益
通
報
制
度
の
実
効
化
を
図
る
。

そ
し
て
、
政
府
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
指
揮
下
に
、
権
限
を
付
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
各
府
省

に
派
遣
。
公
文
書
管
理
の
適
正
化
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
と
し
、
こ
の

た
め
に
、
国
立
公
文
書
館
の
体
制
を
強
化
し
、
専
門
知
識
を
集
積
さ
せ
て
、
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
資
格
化
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
不
正
防
止
に
関
す
る
処
分
基
準
を
人
事
院
の
懲
戒
処
分
指
針
に
明
記
す
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

ま
た
、「
②
」
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
体
系
的
・
効
率
的
な
文
書
管
理
と
し

て
フ
ォ
ル
ダ
管
理
・
標
準
書
式
の
作
成
等
の
各
府
省
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
す
す

め
る
と
し
て
い
る
。
電
子
化
は
、
不
正
防
止
の
た
め
の
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
徹

底
化
で
あ
る
。
特
定
秘
密
保
護
法
関
係
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
情
報
提
供
に
努
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め
る
と
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
現
状
の
公
文
書
管
理
法
に
お
け
る
主
体
は
、
内
閣
府
公
文
書
管
理
課

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
公
文
書
管
理
課
の
権
限
拡
大
を
行
い
、
公
文
書
管

理
（
行
政
文
書
管
理
）
の
厳
密
化
を
促
進
し
、
併
せ
て
国
立
公
文
書
館
の
も
と
で

派
遣
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
と
資
格
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
最
も
コ

ス
ト
の
か
か
ら
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
電
子
文
書
化

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
全
体
的
な
公
文
書
管
理
の
簡
素
化
と
と
も
に
、
不
正
防
止

を
図
る
意
味
で
明
示
的
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う（

９
）。

　

１－

２　

野
党
の
公
文
書
管
理
法
改
正
案

　

一
方
で
、
野
党
も
公
文
書
管
理
法
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。
野
党

側
は
、
民
主
党
政
権
時
に
、
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
各
会
議
に
お
い
て
議
事

を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
不
祥
事
（
議
事
録
未
作
成
問
題
）
に
学
び
、
公

文
書
管
理
法
の
改
正
案
を
出
し
つ
づ
け
、
改
正
案
の
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ

て
き
た
。
国
会
に
は
、
民
進
党
に
よ
る
平
成
二
五
年
一
一
月
一
九
日
、
第
一
八
五

回
衆
議
院
に
、
衆
第
一
三
号
と
し
て
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
を

）
（1
（

、
そ
の
後
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
七
日
、
第
一
九
六
回

衆
議
院
に
立
憲
民
主
、
国
民
民
主
、
自
由
、
社
民
の
四
党
と
衆
院
会
派
「
無
所
属

の
会
」
は
、
衆
第
四
号
と
し
て
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
関
す
る
法
律
案
を
共
同
提
出
し
て
い
る

）
（（
（

。

　

前
者
の
案
は
、
①
閣
議
等
の
議
事
録
作
成
を
義
務
化
し
、
②
行
政
文
書
管
理
指

針
を
策
定
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
運
用
す
る
こ
と
を
明
記
、
③
公
文
書
管
理
委
員
会

委
員
の
議
会
承
認
を
明
文
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
選
挙
に
伴
い
廃
案
と
な
っ
た
前
者
に
加
え
て
後
者
の
第
一
九
六
回
衆

第
四
号
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
関
す
る
法
律
案
」
で

は
、
ま
ず
、
第
一
に
、
行
政
文
書
に
つ
い
て
、「
組
織
的
に
用
い
る
も
の
」
の
要

件
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
義
を
拡
大
し
、
公
務
員
等
が
作
成
し
た
全
て

の
文
書
を
基
本
的
に
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日

の
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
正
で
も
、
示
唆
さ
れ
て
い

た
が
、
国
会
議
員
等
か
ら
の
個
別
的
・
具
体
的
要
求
に
つ
い
て
も
文
書
作
成
を
義

務
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
保
存
期
限
を
厳
密
化
し
、
国
立
公
文
書
館

等
へ
の
移
管
を
義
務
化
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
行
政
文

書
の
電
子
決
裁
の
義
務
化
・
厳
密
化
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
内
閣
府
に
公
文
書

管
理
の
監
視
す
る
役
職
と
し
て
「
独
立
公
文
書
監
視
官
」
を
設
け
、
立
ち
入
り
検

査
権
限
を
与
え
る
と
し
て
い
る

）
（1
（

。

　

内
容
は
、決
裁
文
書
の
改
竄
禁
止
を
明
記
し
、罰
則
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
っ

た
（
同
時
に
、
会
計
検
査
院
法
及
び
予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
提
出
し
、
会
計
検
査
院
の
権
限
強
化
を
提
案
し
て
い

る
）。

　

１－

３　

与
野
党
案
の
問
題
点

　

与
野
党
案
を
比
較
し
つ
つ
、
下
記
の
諸
点
で
両
者
は
問
題
を
有
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
森
友
・
加
計
問
題
は
、
政
府
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
財
務
省
の
決
裁

文
書
書
換
え
も
問
題
で
あ
る
が
、
国
家
意
思
決
定
過
程
で
の
「
忖
度
」
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
組
織
は
、
内
閣
府
そ
れ
自
体
を
監
査
す
る
権
限
を

持
ち
、
同
時
に
、
行
政
府
に
あ
る
政
治
家
に
対
す
る
監
査
権
限
も
有
す
る
権
威
あ
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る
組
織
が
必
要
で
あ
る
が
、
与
野
党
案
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
許
に
設
置
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
公
文
書
管
理
委
員
会
委
員
の
議
会
承
認
を
提
案
し
、

同
時
に
会
計
検
査
院
の
強
化
を
提
案
し
た
野
党
案
の
方
が
「
独
立
性
」
と
い
う
点

で
は
優
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
与
党
案
で
は
組
織
を
急
ご
し
ら
え
で
作
っ
た
も
の
の
、
未
だ
、
監
査

内
容
等
の
業
務
内
容
が
固
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
各
省
庁
の
行
政
文
書
管

理
の
実
態
調
査
を
行
う
段
階
で
あ
る
。
加
藤
丈
夫
国
立
公
文
書
館
長
は
、
専
門
家

の
養
成
を
提
案
し
て
い
る
が
、
加
藤
館
長
自
ら
国
立
公
文
書
館
で
対
応
可
能
と
し

た
の
は
一
〇
人
程
度
に
す
ぎ
な
い

）
（1
（

。
監
査
室
の
実
態
は
、
各
省
か
ら
の
出
向
組
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
だ
が
、
財
務
省
等
の
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
り
、
統
一
感
に

乏
し
い
も
の
と
な
る
。
現
状
で
は
、
各
府
省
庁
に
お
け
る
行
政
文
書
作
成
か
ら
保

管
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
し
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

）
（1
（

。

具
体
的
な
業
務
内
容
で
あ
る
が
、
①
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
管
理
に
よ
る
行

政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
監
視
（
フ
ァ
イ
ル
名
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
確

認
、
延
長
の
有
無
に
つ
い
て
の
確
認
）、
②
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
保
管
状
況
監

査
（
各
府
省
の
執
務
室
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
書
庫
、
中
間
書
庫
等
に
お
け
る
保
管
状

況
調
査
）、
③
特
定
秘
密
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
管
理
状
況
監
査
、
現
状
で
は
、

こ
の
三
点
程
度
で
あ
ろ
う
。
本
格
的
に
行
政
文
書
の
統
一
的
管
理
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
④
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管

お
よ
び
廃
棄
の
決
定
、
⑤
保
存
期
限
延
長
の
承
認
、
所
在
の
確
認
、
⑥
監
査
の
実

施
、
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
電
子
文
書
化
を
必
須
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ア
ク
セ
ス
権
を
確
保
し
、
文
書
作
成
の
有
無
に
つ
い
て
も
監
査
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
の
際
、
公
文
書
管
理
は
、
行
政
の
一
環
で
あ
り
、
管
理
と
と
も

に
評
価
の
対
象
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
電
子
文
書
化
を
促
進
さ
せ
、
ま
た
、

情
報
公
開
法
、
個
人
情
報
公
開
法
等
の
情
報
法
制
整
備
の
中
心
で
あ
っ
た
総
務
省

行
政
管
理
局
と
、
行
政
評
価
局
を
中
核
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
近
畿
財

務
局
の
よ
う
な
地
方
部
局
も
公
文
書
管
理
の
対
象
で
あ
り
、
組
織
的
に
も
、
現
状

の
内
閣
府
公
文
書
管
理
課
で
は
対
応
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
与
党
ワ
ー

キ
ン
グ
案
は
自
覚
的
で
あ
り
、
調
整
官
庁
で
あ
る
内
閣
府
に
は
限
界
が
あ
り
、
監

査
権
限
を
付
与
し
て
総
務
省
行
政
管
理
局
・
行
政
評
価
局
か
ら
、
情
報
法
制
を
中

核
と
す
る
監
査
機
能
を
持
っ
た
独
立
組
織
（
記
録
管
理
局
）
を
作
る
の
が
合
理
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
関
係
が
あ
り
、
ま
た
、
日
本

の
情
報
関
係
機
関
と
の
連
動
も
あ
り
、
内
閣
府
か
ら
も
独
立
し
た
機
関
化
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
に
問
題
と
な
る
の
は
、
対
象
と
な
る
公
文
書
（
行
政
文
書
）
の

範
囲
で
あ
る
。
公
文
書
の
作
成
過
程
で
は
、
当
然
、
そ
の
メ
モ
に
至
る
ま
で
職
務

上
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
公
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
記
録
と
し
て

保
管
対
象
と
な
っ
た
時
に
は
、
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ン
ギ
ン
グ

ホ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は
違
い
、
一
覧
性
を
重
視
す
る
日
本
の
簿
冊
・
フ
ァ
イ
ル

形
態
は
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
会
議
録
な
ど
は
、
メ
モ
で

は
な
く
、
共
用
さ
れ
る
公
文
書
と
し
て
浄
書
・
整
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

）
（1
（

。
む
し

ろ
。
代
替
案
も
含
め
た
豊
か
な
組
織
共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
が
重
要
な
の
で

あ
る
。

　

全
体
と
し
て
の
問
題
は
、
政
治
主
導
の
も
と
官
邸
機
能
が
肥
大
化
し
た
こ
と
で

あ
り
、
秘
書
官
等
が
「
忖
度
」
と
と
も
に
裁
量
権
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
活
動
に
関
す
る
文
書
化
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
国
家
意
思
決
定
プ
ロ
セ
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ス
の
検
証
が
官
邸
機
能
の
健
全
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
彼
ら
が
個
別
的
に
所
有
す
る
文
書
も
、
組
織
共
用
文
書
と
し
、
ま
た
、
彼
ら

に
執
務
日
誌
の
記
載
を
義
務
化
す
る
な
ど
、
裁
量
権
に
相
応
し
た
責
任
を
明
確
化

す
べ
き
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
国
立
公
文
書
館
ば
か
り
が
そ
の
規
模
・
人
数
等
に

つ
い
て
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
官
僚
組
織
は
、
欧
米
諸
国
に
比
較
す
れ
ば
、

業
務
内
容
に
比
し
て
小
さ
な
政
府
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
日
本
官
僚
制

に
お
い
て
、
文
書
と
政
策
立
案
を
担
当
す
る
専
門
職
の
「
官
吏
」
と
、
そ
れ
を
政

策
決
定
シ
ス
テ
ム
に
の
せ
、
合
意
を
調
達
し
、
実
現
を
は
か
る
「
官
僚
」
と
の
役

割
分
担
に
よ
っ
て
合
理
的
に
運
用
さ
れ
て
き
た
。文
書
主
義
を
強
要
さ
れ
る
の
は
、

「
官
吏
」
で
あ
る
が
、
森
友
問
題
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
決
裁
文
書
の
書
換
え
な
ど

の
運
用
を
行
う
の
は
「
官
僚
」
で
あ
り
、
こ
の
両
者
間
の
問
題
を
分
け
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
行
政
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
の
問
題
に
つ
い
て
も
真
剣
に
再
考
す

べ
き
で
あ
る
）。
そ
の
う
え
で
、文
書
主
義
を
後
者
の
「
官
僚
」（
特
に
官
邸
官
僚
）

に
も
義
務
付
け
る
方
法
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
職
務
に
お
い
て
個
別
に
所

有
す
る
行
政
文
書
は
、
全
て
組
織
共
用
文
書
と
し
、
彼
ら
の
行
動
・
言
動
に
つ
い

て
検
証
可
能
と
す
る
文
書
の
作
成
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

国
家
機
密
に
も
か
か
わ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
保
管
・
管
理
は
、
機
密
性
を

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
「
捨
て
れ
ば
よ
い
」
と
か
、「
忘
れ

れ
ば
よ
い
」
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
家
意
思
決
定
、
特
定
秘
密

を
含
む
よ
う
な
機
密
度
の
高
い
案
件
の
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
よ
り
機
密
保

持
に
責
任
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
が
政
府
内
の
政
治
家
に
も

及
ぶ
と
理
解
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
与
野
党
の
案
と
も
に
曖
昧
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
、
表
層
的
に
は
、
公
文
書
管
理
が
実
現
し
て
も
、

国
家
と
し
て
の
本
質
的
な
公
文
書
管
理
は
、
機
能
し
な
い
の
で
な
い
か
、
と
考
え

る
。

　

以
上
、
三
点
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、
次
章
で
は
、
公
文
書
管
理
委
員
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
公
文
書
管
理
法
改
正
試
案
作
成
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
抽

出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

２　

公
文
書
管
理
委
員
会
の
問
題
点

　

本
章
に
関
し
て
は
、
本
来
、
八
点
の
論
点
が
存
在
し
て
い
る
。
①
理
想
と
現
実
、

②
立
場
の
問
題
、
③
公
文
書
管
理
法
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
に
問
題
が
あ
る

の
か
、
④
公
文
書
作
成
・
保
存
と
移
管
、
⑤
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
置
が
促
進
さ
れ

な
い
理
由
、
⑥
公
文
書
管
理
委
員
会
、
⑦
国
立
公
文
書
館
お
よ
び
国
立
公
文
書
館

等
、
⑧
公
文
書
管
理
組
織
の
問
題
等
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
論
点
で
は
、
米
国
国
立
公
文
書
館
・
記
録
管
理
庁
（
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ａ
）
を
理
想
と
し
て
、
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
な
く
、
理
想
と
の
偏
差
で
現
実
を

裁
断
す
る
よ
う
な
立
場
を
採
用
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
現
実
・
実
態
か
ら
出

発
し
、
い
か
に
理
想
に
近
づ
け
る
か
、
と
い
う
点
か
ら
叙
述
し
た
。
公
文
書
管
理

委
員
会
の
議
論
で
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
を
モ
デ
ル
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
し

）
（1
（

、
日
本
に
適
応
し
た
モ
デ
ル
を
探

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
問
題
は
、
現
実
の
日
本
の
公
文
書
、
な
か
ん
ず
く
行

政
文
書
の
実
態
と
の
対
話
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
内
閣
府

お
よ
び
公
文
書
管
理
委
員
会
は
、
未
着
手
の
状
態
で
あ
る
（
今
後
、
新
し
い
組
織

に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
…
）。
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基
本
的
に
、
②
は
、
利
用
者
と
、
作
成
者
の
立
場
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
筆
者
は
、

歴
史
研
究
者
と
し
て
利
用
者
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
公
文
書
管
理
問
題
に
対
す
る

三
つ
の
方
向
性
を
統
合
す
る
立
場
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
当
事
者
意
識
を
有
し
、

統
一
的
管
理
を
実
施
し
て
い
る
実
務
者
の
立
場
か
ら
叙
述
し
た
。
結
果
と
し
て
本

稿
で
は
、
現
在
の
利
用
者
、
ハ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
研
究
者
の
立
場
を
代
弁
し

て
い
な
い
。
③
で
は
、
公
文
書
管
理
法
の
基
本
精
神
を
尊
重
し
、
発
展
さ
せ
、
森

友
・
加
計
問
題
等
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
改
め
て
公
文
書
管
理
法
改
正

試
案
を
作
成
し
た
。
④
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
未
作
成
・
改
ざ
ん
等
、
文
書
の
作

成
が
問
題
で
あ
る
。
文
書
の
作
成
は
、
公
文
書
管
理
法
に
あ
る
ご
と
く
、
義
務
で

あ
り
、
行
政
組
織
で
は
基
本
的
に
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
成
さ

れ
た
文
書
が
組
織
共
用
文
書
と
し
て
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
編
纂
さ
れ
ず
、
さ
れ

て
も
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
ず
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
な
の
で
あ

る
。
⑤
は
、
実
態
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
の
改
革
を
必

然
と
し
、
ま
た
、
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
全
体
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
⑥
に
つ
い
て
は
、「
①
」「
②
」
を
中
心
に
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

審
議
会
議
事
録
の
「
読
み
方
」
と
い
う
点
も
含
め
て
、
本
稿
で
分
析
し
た
。
以
上

の
諸
点
の
集
約
点
と
し
て
、
⑦
⑧
の
問
題
が
存
在
す
る
。
国
立
公
文
書
館
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
問
題
も
あ
り
、
そ
の
実
態
と
同
館
作
成
の
職
務
基
準
書
に

見
ら
れ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
問
題
と
も
合
わ
せ
て
他
稿
を
期
し
た
い
。

　

２－

１　

公
文
書
管
理
委
員
会
に
み
る
公
文
書
管
理
法
の
問
題
点

　

公
文
書
管
理
法
で
は
、
公
文
書
管
理
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
す

る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
法
第
二
八
条
で
公
文
書
管
理
委
員
会
の
設
置
が
規
定
さ

れ
た
。

　

こ
の
公
文
書
管
理
委
員
会
の
第
一
回
会
議
で
、蓮
舫
公
文
書
管
理
担
当
大
臣（
当

時
）
は
、「
公
文
書
と
い
う
の
は
政
策
決
定
の
ま
さ
に
記
録
」
で
あ
り
、
公
文
書

管
理
法
と
は
「
取
り
扱
う
方
々
、
職
員
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
、
こ
れ
ま
で
と
は

考
え
方
を
一
変
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
今
の
国
民
の
み
な
ら
ず
、

将
来
の
国
民
に
対
し
て
も
き
っ
ち
り
と
説
明
責
任
を
果
た
す
ん
だ
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る

）
（1
（

。
民
主
党
政
権
の
も
と
で
開
始

さ
れ
た
公
文
書
管
理
委
員
会
は
、
公
務
員
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
民
に
対

す
る
説
明
責
任
の
観
点
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
は
、
公
文
書
を
作
成
し
た
経
験
を
有
す
る
者

が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
現
業
と
の
連
関
性
が
薄
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
特
定

歴
史
公
文
書
」
利
用
者
中
心
に
構
成
さ
れ
た
た
め
、
関
心
は
国
立
公
文
書
館
等
へ

の
移
管
と
公
開
に
偏
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
公
文
書
管
理
委
員
会
に
は
、
作
成
か

ら
保
存
、
移
管
・
公
開
と
い
う
公
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
を
実
際
に
経
験

し
た
者
が
い
な
い
ま
ま
に
今
日
ま
で
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
政

治
主
導
に
よ
る
公
務
員
制
度
の
改
革
が
あ
り
、
行
政
の
合
理
化
に
資
す
る
と
い
っ

た
行
政
機
関
の
実
態
に
沿
っ
た
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
今

日
の
続
発
す
る
不
祥
事
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
公
文
書
管
理
委
員
会
に
あ
っ
て
議
論
さ
れ
た
論
点
は
、
主
に
下
記

の
三
点
で
あ
っ
た
。
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２－

２　

閣
議
・
閣
僚
懇
談
会
等
、
国
家
意
思
決
定
文
書
問
題

　
　

２－

２－

１　

議
事
録
未
作
成
問
題

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、「
議
事
録
未
作
成
問
題
」
に
代
表
さ
れ
る
国
家
意
思
決

定
に
関
す
る
文
書
を
如
何
に
残
し
、
公
開
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
第
一
五
回
公
文
書
管
理
委
員
会
（
平
成
二
四
年
三
月
一
九
日
）
に
お

い
て
、
議
事
録
作
成
に
あ
た
っ
て
発
言
者
の
明
記
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲
法
案
審

議
や
枢
密
院
会
議
議
事
筆
記
録
、
終
戦
時
の
次
官
会
議
記
録
等
に
例
を
求
め

）
（1
（

、「
あ

る
程
度
、
事
前
に
重
要
な
会
議
の
中
の
発
言
者
名
ま
で
ち
ゃ
ん
と
残
し
て
い
く
と

い
う
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、
や
は
り
歴
史
を
後
世
の
歴
史
家
が
見
る

と
き
の
準
備
を
、
今
の
我
々
が
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
た

）
（1
（

。
一
方
で
、
文
書
管
理
担
当
の
岡
田
克
也
副
総
理
（
当
時
）
は
、「
公
文
書

管
理
法
の
運
用
そ
の
も
の
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
」「
公
文
書
管

理
法
の
適
用
範
囲
」
の
二
つ
の
問
題
点
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
文
書
の
作
成
に

つ
い
て
記
し
た
公
文
書
管
理
法
第
四
条
の
解
釈
・
書
き
方
を
問
題
と
し
た

）
11
（

。

　

そ
し
て
、
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、「
議
事
録
未
作
成
問
題
」
の
原
因
分
析

を
通
じ
て
、
国
家
意
思
決
定
の
実
態
に
つ
い
て
委
員
自
身
が
学
ん
で
い
っ
た

）
1（
（

。
そ

の
際
、
議
事
録
を
作
成
す
べ
き
「
歴
史
的
な
緊
急
事
態
」
と
の
判
断
基
準
に
つ
い

て
は
「
一
番
最
初
に
新
た
に
会
議
を
作
っ
た
と
き
に
、
今
、
直
面
し
て
い
る
事
態

が
歴
史
的
緊
急
事
態
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
基
準
と
い
う
の
は
、
誰

が
決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
疑
問
が
だ
さ
れ
た

）
11
（

。
こ
れ
に
対
す
る
公
文
書
管

理
課
の
回
答
は
「
端
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、大
規
模
な
災
害
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
更
に
踏
み
込
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
国
民
の
多
く
が
不
安
に
思
う
よ
う
な
状

況
を
指
し
て
い
る
と
観
念
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。」「
更
に
申
し
上
げ

れ
ば
、
災
害
の
中
に
は
自
然
災
害
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
人
為
的
な
事
故
も
ご
ざ

い
ま
し
て
、
そ
れ
に
起
因
す
る
事
案
、
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
国
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
防
護
す
る
た
め
に
取
ら
れ
る
諸
措
置
な
ど
も
場
合
に
よ
っ
て
は
含

ま
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
今
般
の
東
日
本

大
震
災
な
ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。」な
ど
と
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、そ
の
指
定
も「
観
念
」と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た

）
11
（

。
結
局
、「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
に
つ
い
て
は
、「
公
文
書
管
理
担
当
大
臣

が
閣
議
等
の
場
で
了
解
を
得
て
判
断
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
確
に
い
た
し
ま

し
た
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。
そ
も
そ
も
、
公
文
書
管
理
委
員
会
は
、
重
要
会

議
に
つ
い
て
例
外
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
議
事
録
を
残
す
方
向
性
を
指
向
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
重
要
な
会
議
と
は
何
か
を
公
文
書
管
理
委
員
会
が
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た

）
11
（

。

　

結
果
と
し
て
、
平
成
二
四
年
六
月
二
〇
日
の
公
文
書
管
理
委
員
会
委
員
懇
談
会

に
お
い
て
、
原
案
に
あ
っ
た
議
事
録
を
作
成
す
る
会
議
と
作
成
し
な
い
会
議
に
つ

い
て
、
意
思
決
定
型
と
事
務
事
業
型
と
い
う
類
別
が
な
さ
れ
て
い
た
原
案
を
、
政

策
の
決
定
又
は
了
解
を
行
う
会
議
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
類
別
し
、
行
政
文
書

の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文
書
作
成
の
義
務
等
に
加
え
る
こ
と
で
委
員

全
員
の
了
解
を
受
け
、
同
年
六
月
二
九
日
、
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
改
正
さ
れ
て
い
る
。

　
　

２－

２－

２　

閣
議
議
事
録

　

同
時
に
、「
議
事
録
未
作
成
問
題
」
は
、
閣
議
及
び
閣
僚
懇
談
会
等
で
議
事
録

が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
問
題
へ
と
発
展
し
た
。
公
文
書
管
理
委
員
会
で
の
論
点
整

理
を
へ
て
、
平
成
二
四
年
七
月
六
日
、「
閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
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チ
ー
ム
」（
内
閣
総
理
大
臣
決
裁
。
座
長
は
、
共
同
と
し
て
岡
田
副
総
理
と
藤
村

修
官
房
長
官
（
当
時
））
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
二
四

日
に
報
告
書
「
閣
議
等
議
事
録
作
成
・
公
開
制
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
が

）
11
（

、
平

成
二
四
年
一
一
月
二
九
日
に
は
、「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・
公
開
に

つ
い
て
」
が
作
成
・
決
定
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。「
閣
議
等
議
事
録
作
成
・
公
開
制
度
の

方
向
性
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・
公
開
に
つ
い

て
」
の
最
大
ポ
イ
ン
ト
は
、
閣
議
議
事
録
等
の
作
成
・
保
存
と
、
公
開
と
を
分
け

た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、「
閣
議
等
議
事
録
作
成
・
公
開
制

度
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
の
「
１
．
議
事
録
の
作
成
義
務
」
で
次
の
よ
う
に
書
か

れ
た
。

　
　

�（
前
略
）
意
思
決
定
に
至
る
過
程
の
記
録
と
し
て
の
議
事
録
は
、
各
種
政
策

判
断
に
当
た
っ
て
の
参
考
資
料
と
し
て「
行
政
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
」

に
資
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
国
民
へ
の
説
明
の
た
め
の
バ
ッ
ク
・
デ
ー
タ

と
し
て
、
ま
た
、
後
世
の
国
民
が
政
策
を
検
証
す
る
た
め
の
歴
史
資
料
と
し

て
「
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す
る
責
務
」
を
全
う
す
る
こ
と
に
資
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。（
後
略

）
11
（

）

　

閣
議
議
事
録
が
第
一
に
「
各
種
政
策
判
断
に
当
た
っ
て
の
参
考
資
料
と
し
て
、

ま
ず「
行
政
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
」に
資
す
る
」う
え
で
重
要
で
あ
り
、「
現

在
の
国
民
へ
の
説
明
の
た
め
の
バ
ッ
ク
・
デ
ー
タ
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
そ
の
う
え
で
、「
作
成
か
ら
法
律
で
定
め
る
一
定
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で

国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
を
義
務
付
け
」ら
れ
、「
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
後
は
、

公
文
書
管
理
法
に
基
づ
き
、
一
般
の
利
用
に
供
し
、
利
用
の
促
進
を
図
る
」
こ
と

と
さ
れ
た

）
11
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
国
立
公
文
書
館
の
機
能
強
化
と
し
て
は
「
公
開
」
と
「
利
用
の
促

進
」に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、閣
議
が
俎
上
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
で
、“
作

成
・
保
存
”
と
、“
移
管
・
公
開
”
の
問
題
に
分
け
て
再
整
理
さ
れ
、修
正
さ
れ
た
。

何
よ
り
も
、
閣
議
に
お
い
て
議
事
録
を
作
成
し
て
い
な
い
「
実
態
」「
現
実
」
が

基
盤
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・
公

開
に
つ
い
て
」
で
は
、「
閣
僚
会
議
、
省
議
な
ど
の
閣
僚
を
構
成
員
と
し
て
開
催

さ
れ
る
政
府
の
会
議
（
以
下
「
閣
僚
会
議
等
」
と
い
う
。）
は
、
閣
議
及
び
閣
僚

懇
談
会
（
以
下
「
閣
議
等
」
と
い
う
。）
と
同
様
に
、
政
府
に
お
け
る
意
思
決
定

に
至
る
過
程
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
公
文
書
管
理
制
度
の
目
的
に
照
ら
し
、
議
事

録
等
を
作
成
し
、
保
存
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
よ
り
「
政

府
に
お
け
る
意
思
決
定
に
至
る
過
程
」と
し
て
の
部
分
が
強
調
さ
れ
た

）
11
（

。
そ
し
て
、

「
閣
僚
会
議
等
は
、
法
律
上
の
設
置
根
拠
を
有
し
な
い
も
の
も
多
く
、
ま
た
、
閣

議
等
と
異
な
り
、
会
議
や
そ
の
議
事
録
を
全
て
公
開
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
な
ど
運
営
方
法
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
閣
議
等
と
同
様
の
議
事
録
作
成
・
公
開

に
係
る
法
的
措
置
を
一
律
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て

）
1（
（

、
法
的
措
置

を
講
じ
る
会
議
（「
閣
議
」
及
び
会
議
の
構
成
員
、
性
格
、
運
営
等
に
照
ら
し
て

閣
議
に
準
ず
る
会
議
で
あ
る「
閣
僚
懇
談
会
」）と
講
じ
な
い
会
議（
副
大
臣
会
議
、

国
の
安
全
に
か
か
わ
る
会
議
）
に
分
け
ら
れ
た
。

　

な
お
、
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す

る
な
ど
に
よ
り
利
用
の
促
進
を
図
る
」
と
さ
れ
た

）
11
（

。
そ
し
て
、
国
立
公
文
書
館
へ

の
移
管
は
、「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・
公
開
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

「
公
文
書
管
理
法
施
行
令
に
お
い
て
閣
僚
会
議
や
省
議
に
係
る
文
書
の
保
存
期
間

が
一
〇
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
閣
僚
会
議
等
の
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議
事
録
・
議
事
概
要
は
原
則
と
し
て
作
成
か
ら
一
〇
年
後
に
国
立
公
文
書
館
等
に

移
管
し
、
移
管
後
は
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
い
て
一
般
の
利
用
に
供
し
、
利
用
の

促
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
」
と
、
公
開
期
限
に
つ
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。

　

し
か
し
、「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・
公
開
に
つ
い
て
」
は
、
野
田

佳
彦
内
閣
（
当
時
）
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

政
権
交
代
し
た
安
倍
晋
三
自
民
党
内
閣
で
は
、「
今
の
内
閣
の
や
り
方
の
一
つ
と

し
て
、
事
前
に
関
係
閣
僚
会
合
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
う
し
た
中
で
、

話
を
あ
る
程
度
詰
め
た
上
で
、
最
終
的
に
閣
議
決
定
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
向

で
今
私
ど
も
は
物
事
を
前
に
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
し
た
う
え
で

）
11
（

、

平
成
二
六
年
四
月
二
二
日
よ
り
、
閣
議
議
事
録
（
閣
議
と
閣
僚
懇
談
会
）
が
公
開

さ
れ
た
（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
、
閣
議
決
定
）。

　

こ
の
公
開
後
の
五
月
二
九
日
に
第
三
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

議
題
２
「
閣
議
等
の
議
事
の
記
録
の
作
成
及
び
公
開
に
つ
い
て
」
と
し
て
審
議
さ

れ
た

）
11
（

。

　

第
三
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、「
議
事
の
記
録
」
の
範
囲
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、「
議
論
の
流
れ
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
、
記
録
を
残
す
際
の
「
マ
ス
ト
」
は
こ
う
だ
と
い
う
要
請
、
教
育

と
い
う
言
葉
は
悪
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
は
今
後
少
し
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
が
、
ま
た
、
別
個
に
メ
モ
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
閣
府
公
文
書
管
理
課
か
ら

は
、「
組
織
と
し
て
保
存
し
て
い
る
も
の
が
公
文
書
」
で
あ
る
と
し
て

）
11
（

、
メ
モ
は

廃
棄
の
対
象
と
の
意
見
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
予
定
さ
れ
て
い
な
い
議

事
が
あ
っ
た
時
の
発
言
に
つ
い
て
、閣
僚
確
認
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

官
房
長
官
判
断
に
一
任
の
う
え
、「
個
別
に
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。

　

現
在
、
公
開
さ
れ
て
い
る
閣
議
の
内
容
は
、
各
省
で
作
成
さ
れ
た
も
の
を
閣
僚

が
読
み
上
げ
、
合
意
を
と
り
つ
け
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
公
文
書
管
理
委
員
会

は
、
国
家
意
思
決
定
過
程
を
重
視
し
て
議
論
を
展
開
し
て
き
た
が
、
結
果
と
し
て

最
高
意
思
決
定
機
関
の
空
洞
化
を
黙
認
し
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か

）
11
（

。

　

２－

３　

歴
史
公
文
書
」
問
題
と
評
価
・
選
別

　
　

２－

３－

１　
「
歴
史
公
文
書
」
と
い
う
概
念

　
「
歴
史
公
文
書
」
の
問
題
は
、
現
局
に
あ
た
る
省
府
庁
等
に
、
保
存
と
廃
棄
に

あ
た
っ
て
「
歴
史
」
と
い
う
言
葉
が
も
た
ら
す
特
別
な
意
味
を
つ
け
加
え
る
こ
と

を
強
要
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
各
省
府
庁
に
「
歴
史
的
」
な
文
書
を
残
し
、
そ
れ

以
外
を
廃
棄
す
る
と
い
う
理
由
を
あ
た
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
森
友
問
題

に
お
け
る
財
務
省
保
存
期
限
一
年
未
満
と
し
て
行
政
文
書
廃
棄
な
ど
は
、
ま
さ
し

く「
歴
史
的
」で
は
な
い
と
の
認
識
が
も
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
歴

史
」
的
と
い
う
の
は
、
相
当
な
重
大
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
廃
棄

対
象
と
の
認
識
を
あ
た
え
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

特
に
「
歴
史
公
文
書
」
と
い
う
概
念
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
の
議
事
録

未
作
成
問
題
に
よ
っ
て
、
増
幅
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
、
一
部
改
正
さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
発
事
故
の
よ
う
な
緊
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急
事
態
の
公
文
書
管
理
は
、「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
歴
史
的
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
会
議
等
に
お
け
る
記
録
の
作
成
の
確
保
〉

　
　

�

○
国
家
・
社
会
と
し
て
記
録
を
共
有
す
べ
き
歴
史
的
に
重
要
な
政
策
事
項
で

あ
っ
て
、
社
会
的
な
影
響
が
大
き
く
政
府
全
体
と
し
て
対
応
し
、
そ
の
教
訓

が
将
来
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
の
う
ち
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

に
大
規
模
か
つ
重
大
な
被
害
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
事

態
（
以
下
「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と
い
う
。）
に
政
府
全
体
と
し
て
対
応
す

る
会
議
そ
の
他
の
会
合
（
第
三
及
び
第
八
の
留
意
事
項
に
お
い
て
「
会
議
等
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
教
訓
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
以

下
の
と
お
り
、
会
議
等
の
性
格
に
応
じ
て
記
録
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

�

な
お
、個
別
の
事
態
が
歴
史
的
緊
急
事
態
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

公
文
書
管
理
を
担
当
す
る
大
臣
が
閣
議
等
の
場
で
了
解
を
得
て
判
断
す
る

）
11
（

。

　

こ
の
規
定
に
は
、
本
来
、
政
府
の
危
機
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要

か
つ
重
要
な
公
文
書
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
問
題

は
、「
将
来
の
教
訓
」と
さ
れ
、現
実
の
責
任
は
回
避
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
三
〇
年
の
今
日
に
お
い
て
も
福
島
第
一
原
発
事
故
の
傷
跡
が
癒
え
な
い
な
か

で
、
東
日
本
大
震
災
は
、「
歴
史
的
緊
急
事
態
」
と
い
う
語
句
の
「
歴
史
」
と
い

う
言
葉
に
よ
っ
て
す
り
替
え
、
過
去
の
も
の
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

同
時
に
、「
歴
史
公
文
書
」
問
題
と
は
、
そ
の
曖
昧
な
定
義
と
と
も
に
、
何
を

残
し
て
国
立
公
文
書
館
に
移
管
し
、
何
を
廃
棄
す
る
の
か
、
と
い
う
評
価
・
選
別

と
も
密
接
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　

公
文
書
管
理
委
員
会
創
設
以
来
、
同
委
員
会
で
は
、「
歴
史
公
文
書
」
と
い
う

言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
評
価
選
別
に
お
け
る
主
導
権
と
い
う
点
か
ら
も
、
公

文
書
管
理
委
員
会
の
歴
史
研
究
者
等
や
、
国
立
公
文
書
館
側
は
「
歴
史
」
と
い
う

語
句
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
は
、
低
い
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
現
用
記
録
段
階
に
お
け
る
「
公
文
書
問
題
」
を
続

発
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

２－

３－

２　

公
文
書
管
理
法
見
直
し
時
の
「
歴
史
公
文
書
」

　

こ
の
「
歴
史
公
文
書
」
の
問
題
点
は
、
公
文
書
管
理
法
制
定
時
か
ら
の
問
題
で

あ
っ
た
が

）
1（
（

、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
五
年
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
改
め
て
「
歴
史

公
文
書
等
の
評
価
選
別
基
準
及
び
廃
棄
の
手
続
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
（
第
四
七

回
公
文
書
管
理
委
員
会
、
平
成
二
七
年
一
二
月
二
四
日
）。

　

こ
の
、
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
「
事
務
完
結
後
五
年
で
行
政
機
関
が

一
次
的
な
評
価
を
行
い
、
二
五
年
後
に
国
立
公
文
書
館
も
含
め
て
二
次
的
な
評
価

を
行
う
。
一
次
的
な
評
価
は
行
政
運
営
上
の
利
用
価
値
、
二
次
的
な
評
価
は
加
え

て
調
査
研
究
上
の
価
値
と
い
う
こ
と
で
、
リ
サ
ー
チ
バ
リ
ュ
ー
と
言
う
そ
う
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
評
価
選
別
を
行
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
イ

ギ
リ
ス
の
例
が
事
務
方
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。

　

し
か
し
、
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、
行
政
機
関
の
選
別
に
対
し
て
「
プ
ロ
セ

ス
を
ト
レ
ー
ス
で
き
る
よ
う
な
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の

確
認
」
が
必
要
で
あ
り

）
11
（

、
そ
の
確
認
す
る
者
を
、「
一
つ
の
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
そ

う
い
う
歴
史
研
究
者
な
り
政
策
研
究
者
」
を
昭
和
財
政
史
、
産
業
政
策
史
と
い
っ

た
年
史
編
纂
事
業
に
引
き
付
け
て
設
定
す
る
意
見
が
だ
さ
れ
た

）
11
（

。
そ
れ
を
、「
巨

視
的
な
評
価
の
指
標
を
検
証
し
て
見
直
し
又
は
追
加
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

補
強
す
る
か
の
よ
う
な
意
見
も
出
さ
れ
て
い
た

）
11
（

。
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す
な
わ
ち
、
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、
行
政
的
な
価
値
と
し
て
の
一
次
選
別

に
対
し
て
無
理
解
で
あ
り
、
公
文
書
館
に
よ
る
（
二
次
）
選
別
、「
特
定
歴
史
公

文
書
」
化
に
の
み
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
保
坂
裕
興
委
員
（
学
習
院
大
学
教
授
）

が
提
唱
す
る
「
評
価
選
別
委
員
会
」
も
、
一
次
選
別
に
関
係
が
な
い
も
の
で
あ

り
）
11
（

、
現
用
記
録
の
公
文
書
管
理
に
射
程
が
届
く
も
の
で
は
な
い
（
こ
の
点
、
三
宅

弘
委
員
（
弁
護
士
）
は
、
現
用
記
録
段
階
で
組
織
共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
の

ま
と
め
方
を
問
題
と
し
て
い
た
）。

　

こ
の
よ
う
な
公
文
書
管
理
委
員
会
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、
平
成
二
七
年
一
二

月
四
日
の
第
四
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
に
お
け
る
「
有
識
者
」
達
で
あ
っ
た
。

　
「
有
識
者
」
は
、
国
立
公
文
書
館
の
目
録
整
備
と
内
閣
関
係
公
文
書
（
内
閣
法

制
局
）
の
移
管
を
取
り
上
げ
、研
究
の
進
展
に
寄
与
し
た
点
、方
法
論
と
し
て
「
史

料
学
」
の
立
場
か
ら
原
本
利
用
の
価
値
と
、
公
文
書
利
用
に
お
け
る
意
思
決
定
過

程
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
た

）
11
（

。
ま
た
、
公
開
審
査
基
準
を
問
題
と
し
て
「
歴
史
公

文
書
に
関
し
て
は
異
な
る
審
査
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
た

）
11
（

。

　

基
本
的
に
、
彼
等
「
有
識
者
」
は
、「
特
定
歴
史
公
文
書
」
の
利
用
者
で
あ
り
、

そ
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
発
言
し
て
い
た
。
公
文
書
管
理
法
は
、
統
一
的
管
理

を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
現
用
記
録
に
対
し
て
は
、
具
体
的
な
提
言
は
少
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
公
文
書
管
理
法
施
行
５
年
後
見
直
し
に
関
す
る
検

討
報
告
書
」（
平
成
二
八
年
三
月
二
三
日
）
は
、「
政
府
に
お
い
て
具
体
的
な
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
公
文
書

を
利
用
す
る
研
究
者
等
の
知
見
・
協
力
も
得
な
が
ら
検
討
す
べ
き
」
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
内
容
は
、
現
用
非
現
用
を
通
じ
た
公
文
書
の
統
一
的
管
理
を
標
榜
し
な

が
ら
、
現
用
記
録
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
言
及
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。

　
　

２－

３－

３　
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し

　

こ
の
よ
う
な
現
用
記
録
に
対
し
て
公
文
書
管
理
委
委
員
会
が
対
応
で
き
な
い
な

か
、
自
衛
隊
日
報
問
題
、
森
友
・
加
計
問
題
等
が
続
発
し
た
。
こ
の
た
め
、
公
文

書
管
理
法
の
五
年
の
見
直
し
に
と
も
な
う
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し
に
お
い
て
、「
歴
史
」
公
文
書
の
定
義
が
改
め
て
問
題
と
な
っ

た
。
平
成
二
九
年
七
月
七
日
の
第
五
五
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
、
内
閣
府
側
か

ら
、
次
の
よ
う
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た

）
11
（

。

　

見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
【
Ⅰ
】�

国
の
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
組
織
及
び
機
能
並
び
に
政
策
の
検

討
過
程
、
決
定
、
実
施
及
び
実
績
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ

た
文
書
（
※
例
え
ば
「
当
該
文
書
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
事
案
の
発
端

か
ら
意
思
決
定
に
至
る
行
政
機
関
の
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
も
の
」
の
よ
う
な
記
述
を
追
加
）

　
【
Ⅱ
】
国
民
の
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

　
【
Ⅲ
】�

国
民
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、
自
然
環
境
等
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が

記
録
さ
れ
た
文
書

　
【
Ⅳ
】�

国
の
歴
史
、
文
化
、
学
術
、
事
件
等
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ

れ
た
文
書

　

そ
の
う
え
で
、「｢

廃
棄｣

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
の
基
本
的

考
え
方
に
照
ら
し
て
、
国
家
・
社
会
と
し
て
記
録
を
共
有
す
べ
き
歴
史
的
に
重
要

な
政
策
事
項
で
あ
っ
て
、
社
会
的
な
影
響
が
大
き
く
政
府
全
体
と
し
て
対
応
し
、

そ
の
教
訓
が
将
来
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
以
下
の
特
に
重
要
な
政
策
事
項
等
に
関
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す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
移
管
が
必
要
と
な
る
」
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
　

�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
、
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
、
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ

１
５
７
対
策
、
中
央
省
庁
等
改
革
、
情
報
公
開
法
制
定
、
不
良
債
権
処
理
関

連
施
策
、
気
候
変
動
に
関
す
る
京
都
会
議
関
連
施
策
、

　
　

�

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催
、（
※
例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
、

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
領
土
・

主
権
対
策
等
を
追
加
）

そ
し
て
、
行
政
文
書
を
「
歴
史
公
文
書
等
」
と
す
る
に
あ
た
っ
て
類
型
化
し
、
下

記
の
よ
う
な
業
務
を
政
策
的
に
追
加
す
る
と
し
て
い
る
。

　

①
各
行
政
機
関
が
実
施
す
る
重
要
な
政
策

　

②�

各
行
政
機
関
に
お
い
て
実
施
・
運
用
し
て
い
る
制
度
（
例
：
政
策
評
価
、
情

報
公
開
、
予
算
・
決
算
、
補
助
金
等
、
機
構
・
定
員
、
人
事
管
理
、
統
計
等
）

に
つ
い
て
、
制
度
を
所
管
す
る
行
政
機
関
に
よ
る
当
該
制
度
の
運
用
状
況
の

把
握
等
の
業
務

　

③
国
際
会
議

　

④
国
際
協
力
・
国
際
交
流

　

⑤
統
計
調
査

　

⑥�

そ
の
他
（
・
年
次
報
告
書　

・
広
報
資
料　

・
大
臣
記
者
会
見
録　

・
大
臣

等
の
事
務
引
継
書
）

　

公
文
書
管
理
課
側
は
、「
国
民
の
関
心
が
高
い
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
影
響
が

大
き
い
よ
う
な
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
、
あ
る
い
は
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
と
い

う
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
、
極
め
て
重
要
な
閣
議
決
定
等
が
な
さ
れ
た
場
合
な

ど
に
お
き
ま
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
各
行
政
機
関
に
お
い
て
そ

れ
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
場
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
予
算
あ
る
い
は
体
制
を
確

保
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
の
措
置
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
行
政
機
関
に
お
い
て
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
行
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」「
重
要
政
策
と
い

う
こ
と
を
も
っ
て
歴
史
性
と
い
う
こ
と
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
記
載
例
、
具
体
例
と
し
ま
し
て
は
「
当
該
政
策
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施

に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
国
民
に
説
明
す
る
責
務
を
全
う
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
も
の
（
企
画
書
、
意
見
交
換
録
、
実
施
計
画
書
、
実
施
報

告
書
等
）」
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
類
型
を
記
載
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
述
べ
て
い
る

）
1（
（

。
し
か
し
、

内
容
は
、
曖
昧
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
「
重
要
」
な
も
の
を
「
歴
史
」
と
読
み
替

え
て
保
存
・
移
管
対
象
と
し
つ
つ
も
、
基
準
と
し
て
「
国
民
の
関
心
」
を
あ
げ
て

い
た
。
こ
れ
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
を
残
す
の
が
「
歴

史
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
類
型
化
を
認
め
た
う
え
で
、「
歴
史
的
な
研
究
を
す
る
者
は
、

な
ぜ
こ
う
い
う
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
周
り
に
は
ど
の
よ
う
な
資
料
が

あ
っ
た
の
か
」「
残
さ
れ
た
も
の
は
な
ぜ
残
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
研
究
し
な
が

ら
あ
る
資
料
を
使
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
歴
史
像
を
引
き
出
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
い
た
し
ま
す
」
と
歴
史
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
選
別
の
意
義
を
唱
え
る
意
見

や
）
11
（

、「
全
て
の
意
思
決
定
に
関
し
て
検
証
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
残
せ
と
読
め

て
し
ま
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
し
た
う
え
で
、「
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
は

説
明
責
任
あ
る
い
は
検
証
で
き
る
文
書
を
残
し
な
さ
い
と
い
う
の
も
一
つ
の
や
り
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小池聖一　　公文書管理法修正試案再考

方
だ
と
確
か
に
思
う
」
と
の
意
見
も
で
て
い
た

）
11
（

。
一
方
、
三
宅
委
員
だ
け
が
公
文

書
管
理
法
第
四
条
「
文
書
の
作
成
」
に
つ
い
て
「
そ
れ
が
行
政
文
書
と
し
て
情
報

公
開
法
の
対
象
に
な
っ
た
り
、
歴
史
公
文
書
と
し
て
の
保
存
の
対
象
に
な
っ
た
り

す
る
。
文
書
か
ら
行
政
文
書
に
一
つ
概
念
が
つ
け
加
わ
る
と
こ
ろ
の
要
素
の
客
観

的
な
枠
組
み
み
た
い
な
も
の
を
少
し
ベ
ー
ス
で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た

）
11
（

。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
九
年
八
月
三
〇
日
の
第
五
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
、

歴
史
公
文
書
等
の
範
囲
に
つ
い
て
公
文
書
管
理
課
は
、「
実
際
に
各
職
員
が
文
書

を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
に
歴
史
性
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
を
判
断
す
る
際
の
基
準
と

し
て
は
や
や
抽
象
度
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も
と
に
、
も
う

少
し
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
」
と
述
べ

）
11
（

、
案
を
出
し
な
お
し
た
。
本
委
員

会
で
は
、「
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
」
と
の
言
葉
が
多
用
さ
れ
（
故
障
し
た
・
失
敗
し

た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
）、
基
準
の
細
分
類
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
改
正
案
で「
重
要
な
政
策
」と
い
う
点
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

公
文
書
管
理
課
は
、「
政
策
と
い
う
も
の
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
正
直
言
っ
て
、

こ
こ
で
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
情
報
が
な
い
」
と

し
た
う
え
で
、「
実
態
的
に
は
法
律
を
つ
く
る
と
か
わ
か
り
や
す
い
成
果
物
が
出

て
く
る
も
の
は
当
然
対
象
」
と
し
、そ
の
他
は
、「
適
宜
判
断
」
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、「
各
年
度
の
重
要
政
策
と
い
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
で
も
も
ち
ろ
ん
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
正
直
申
し
上
げ
る
と
、
あ

る
程
度
各
省
が
決
め
る
余
地
は
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
」
と
述
べ
て
い
た

）
11
（

。

　

具
体
的
に
「【
Ⅳ
】
国
の
歴
史
、
文
化
、
学
術
、
事
件
等
に
関
す
る
重
要
な
情

報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
」
は
、
次
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・�

領
土
等
の
範
囲
も
含
め
た
我
が
国
の
来
歴
や
、
多
く
の
国
民
の
関
心
事
項

と
な
る
自
然
災
害
及
び
事
件
等
の
重
大
な
出
来
事
（
国
内
で
起
き
た
も
の

に
限
ら
な
い
）
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

　
　

・�

文
化
、
学
術
の
成
果
や
そ
の
顕
彰
等
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
係
る
情
報
が

記
録
さ
れ
た
文
書

）
11
（

　

し
か
し
、
い
く
ら
細
分
化
し
た
と
し
て
も
、
共
通
の
理
解
は
困
難
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
歴
史
公
文
書
と
し
て
「
重
要
」
と
読
み
取
れ
、
対
象
を
絞
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、「
重
要
」
と
い
う
概
念
も
、
行
政
機
関
の
固
有
性
に
基
づ
く
「
重
要
」

で
は
な
く
、「
将
来
ま
で
を
見
据
え
て
政
策
の
理
解
や
見
直
し
の
検
討
に
資
す
る

と
考
え
ら
れ
る
情
報
」
と
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
該
、
記
録
文
書
フ
ァ
イ
ル
が

「
参
照
」「
先
例
」
と
し
て
重
要
と
い
う
札
幌
市
公
文
書
館
・
広
島
大
学
文
書
館
等

の
「
重
要
公
文
書
」
概
念
よ
り
、
は
る
か
に
対
象
を
狭
く
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
当
該
期
の
世
論
等
で
「
話
題
」
と
な
っ
た
も
の
が
「
歴
史
」
で
あ
り
、
行

政
機
関
の
組
織
特
性
に
基
づ
い
た
議
論
に
つ
い
て
は
、
残
ら
な
い
こ
と
と
も
な
り

か
ね
な
い
。
ま
さ
し
く
、
二
次
選
別
基
準
を
強
引
に
一
次
選
抜
基
準
に
網
を
か
ぶ

せ
よ
う
と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
問
題
を
改
め
て
露
呈
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
九
年
九
月
二
〇
日
、
第
五
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、
業
務
単
位

と
政
策
単
位
で
の
整
理
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、「
歴
史
的
」
と
の
言
葉
の
意
味
を

問
題
と
し
、「
歴
史
的
に
と
い
う
の
は
多
分
２
つ
の
意
味
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
、

前
回
表
を
出
さ
れ
た
と
き
に
、
横
断
的
な
性
格
が
あ
り
ま
す
よ
と
。
内
閣
官
房
に

部
屋
を
置
く
よ
う
な
も
の
が
こ
れ
に
当
た
る
の
で
す
よ
と
い
う
側
面
と
、
あ
る
程

度
、
既
に
終
わ
っ
た
も
の
と
い
う
か
、
プ
ロ
セ
ス
、
途
中
の
も
の
も
あ
る
か
も
し
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れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
歴
史
的
に
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
」
と
の
質
問
が
な
さ
れ
た

）
11
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
公
文
書
管
理
課
は
、「「
歴
史
的
に
」の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、（
中

略
）一
般
的
な
意
味
と
い
う
か
、国
民
の
記
憶
に
残
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
使
っ

て
い
る
」
と
変
わ
ら
ず
曖
昧
な
回
答
に
終
始
し
た
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。

　

こ
の
よ
う
な
「
歴
史
公
文
書
」
概
念
が
、
森
友
問
題
に
お
け
る
行
政
文
書
廃
棄

に
繋
が
っ
た
こ
と
を
三
宅
委
員
が
、「
保
存
期
間
一
年
未
満
の
行
政
文
書
の
扱
い
」

に
つ
い
て
「
歴
史
的
重
要
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
歴
史
公
文
書
等
に

係
っ
て
く
る
だ
け
な
の
か
」「「
重
要
又
は
異
例
な
事
項
に
関
す
る
情
報
を
含
む
場

合
」
と
い
う
、
こ
れ
が
歴
史
公
文
書
等
か
ら
は
み
出
し
た
概
念
に
な
る
の
か
。
そ

の
あ
た
り
、
し
つ
こ
く
見
て
み
る
と
何
と
な
く
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
も
の

で
す
か
ら
、
ど
う
い
う
整
理
を
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。」
と
指
摘

し
て
い
た

）
11
（

。

　

最
終
的
に
、
三
宅
委
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
、
平
成
二
九
年
一
一
月
八
日
の

第
五
八
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で
、「
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
行
政
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
さ
れ
、
国
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う

さ
れ
る
よ
う
、
意
思
決
定
過
程
や
事
務
及
び
事
業
の
実
績
の
合
理
的
な
跡
付
け
や

検
証
に
必
要
と
な
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
年
以
上
の
保
存
期

間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
」
が
、「
第
四
整
理
」「
三
保
存
期
間
」（
５
）
と
し
て

書
き
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、公
文
書
管
理
に
関
す
る
不
祥
事
が
続
発
す
る
な
か
、

公
文
書
管
理
委
員
会
の
議
論
は
、再
発
防
止
ど
こ
ろ
か
移
管
問
題
に
限
定
し
た「
歴

史
公
文
書
」
に
つ
い
て
の
基
準
細
分
化
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、平
成
二
九
年
一
二
月
二
〇
日
、第
五
九
回
公
文
書
管
理
委
員
会
で「「
行

政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
正
案
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
）
1（
（

。

　

２－

３　
「
時
の
経
過
」

　
　

２－

３－

１　

国
立
公
文
書
館
の
提
案

　
「
議
事
録
未
作
成
問
題
」
が
、
閣
議
議
事
録
等
の
作
成
・
公
開
問
題
に
発
展
す

る
過
程
で
作
ら
れ
た
作
業
チ
ー
ム
（
閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー

ム　

作
業
チ
ー
ム
）
で
、ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
国
立
公
文
書
館
は
、「
時
の
経
過
」

論
を
展
開
し
た
。

　

国
立
公
文
書
館
高
山
正
也
館
長
（
当
時
）
が
説
明
し
た
要
点
は
、
以
下
の
五
点

で
あ
っ
た
。

　
　

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
利
用
審
査
の
基
本
方
針

　
　

１　

利
用
制
限
情
報
の
該
当
性
は
、
利
用
決
定
時
に
判
断

　
　

２　

時
の
経
過
を
考
慮

　
　
　
　

�

個
人
や
法
人
の
権
利
利
益
、
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
蓋
然
性

は
、
時
の
経
過
や
そ
れ
に
伴
う
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
低
下

　
　

３　

三
〇
年
原
則
（
時
の
経
過
）
を
踏
ま
え
た
公
開

　
　

４　

利
用
制
限
す
る
べ
き
情
報
は
必
要
最
小
限

　
　

５　

移
管
元
機
関
の
意
見
を
参
酌

当
該
機
関
の
意
見
を
尊
重
す
る
が
、
国
立
公
文
書
館
長
が
最
終
判
断

）
11
（

。

　

そ
の
う
え
で
、
高
山
館
長
は
、「
個
人
や
法
人
の
権
利
、
利
益
あ
る
い
は
公
共

の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
蓋
然
性
と
い
う
も
の
が
、「
時
の
経
過
」
に
伴
っ
て

変
化
す
る
ん
だ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
と
き
の
変
化
、
そ
れ
に
伴
う
と
こ
ろ
の
社
会
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情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
具
体
的
に
は
低
下
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
判
断

基
準
と
し
て
の
三
〇
年
原
則
を
説
明
し
た
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。

　

こ
の
三
〇
年
原
則
は
、
閣
議
議
事
録
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
の
第
一
回

会
議
で
「
一
二
七
年
の
伝
統
を
覆
し
て
、議
事
録
を
作
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、

大
変
な
問
題
で
あ
る
」
な
か

）
11
（

、
三
〇
年
を
一
つ
の
区
切
り
に
し
つ
つ
も
、「
三
〇

年
経
つ
と
一
〇
〇
％
開
示
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
多
分
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
こ
の
時
点
で
開
示
さ
れ
る
も
の
と
開
示
さ
れ
な
い
も
の
の
振
り
分
け
を

ど
う
考
え
る
の
か
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
の
こ
と
が

問
題
と
な
っ
た

）
11
（

。
す
な
わ
ち
、
当
初
よ
り
、
原
則
と
し
て
の
三
〇
年
は
認
め
る
が
、

実
態
と
し
て
の
「
運
用
」
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
作
業
チ
ー
ム
に
お
け

る
第
二
回
会
議
以
降
の
主
要
論
点
の
一
つ
は
、
事
務
方
が
提
出
し
た
「
閣
議
等
議

事
録
の
作
成
・
公
開
制
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
（
案
）」
を
も
と
に
し
た
行
政
機

関
情
報
公
開
法
の
適
用
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た

）
11
（

。
行
政
機
関
情
報
公
開
法
と
の

関
係
で
は
、
同
法
第
六
条
（
部
分
開
示
）
と
第
七
条
（
公
益
裁
量
開
示
）
の
規
定

を
適
用
す
る
か
（
Ａ
案
）、
あ
る
い
は
、
同
法
の
適
用
除
外
と
す
る
か
（
Ｂ
案
）

で
あ
っ
た
が
、
結
局
、
後
者
の
Ｂ
案
が
適
用
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
第
三
回
会
議
（
平
成

二
四
年
一
一
月
二
九
日
）で
決
定
と
な
っ
た「
閣
僚
会
議
等
の
議
事
録
等
の
作
成
・

公
開
に
つ
い
て
」
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
と

も
な
う
情
報
公
開
法
の
改
正
案
も
審
議
入
り
す
る
こ
と
も
な
く
廃
案
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
国
立
公
文
書
館
の
「
時
の
経
過
」
が
説
得
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
も
意
味
し
て
い
た
。

　
　

２－

３－

２　
「
時
の
経
過
」
の
運
用

　

平
成
二
七
年
一
二
月
二
四
日
の
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
、「
公
文
書
管

理
法
施
行
五
年
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
各
論
）」
に
お
い
て
、「
時
の
経
過
」
論

が
改
め
て
議
題
と
な
っ
て
い
る
。
実
態
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
率
は

低
く
、
ま
た
、
重
要
な
行
政
文
書
の
多
く
が
、
期
間
の
「
延
長
」
に
よ
っ
て
現
局

で
保
管
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、
不
服
審
査
分
科
会
で
の
議
論
が
あ
り
、
情
報
公
開

法
と
の
関
連
で
、「
時
の
経
過
」
に
つ
い
て
判
断
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
公
文
書
管
理
課
は
、
情
報
公
開
法
制
定
に
際
し
、「
情
報
公
開
法
と

い
う
の
は
定
性
的
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
請
求
が
あ
っ
た
そ
の
都
度
、
支
障
が
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
固
定
し
て
い
な
い
。
毎
日
、
今
日
は
非
公
開
で
も
来
月
は
公
開
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
常
に
請
求
時
点
に
お
け
る
勝
負
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
見
れ

ば
固
定
し
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
三
〇
年
経
っ
た
ら
非
公
開
事
項
は
全
て
公
開

す
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
そ
も
そ
も
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
行

革
委
員
会
角
田
部
会
長
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
結
果
、「
三
〇
年
原
則
論
」

を
基
本
的
に
否
定
し
、「
時
の
経
過
」
に
よ
っ
て
も
閲
覧
可
能
と
な
ら
な
い
特
殊

な
文
書
が
あ
る
の
だ
、と
し
て
い
る
。
一
方
で
「
時
の
経
過
」
に
保
存
年
限
よ
り
、

短
い
期
間
で
公
開
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た

）
11
（

。

３　

公
文
書
管
理
法
改
正
の
要
点

　

上
記
「
１
」「
２
」
で
の
考
察
を
基
に
、
公
文
書
管
理
法
等
の
改
正
案
を
作
成

し
た
（
後
掲
）。
そ
の
際
、
改
正
に
あ
た
る
要
点
は
、
下
記
の
四
点
で
あ
る
。
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３－

１　
「
重
要
公
文
書
」
概
念
の
導
入

　
「
歴
史
公
文
書
」
と
は
、
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
六
項
で
「
歴
史
資
料
と
し

て
重
要
な
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
を
い
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、「
歴
史

公
文
書
」
と
の
造
語
は
、「
現
用
記
録
」
の
な
か
で
、「
重
要
」
な
文
書
を
抽
出
し
、

そ
の
な
か
で
「
歴
史
的
」
価
値
の
あ
る
も
の
を
保
存
す
る
、
と
い
う
流
れ
を
意
味

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
、
行
政
組
織
に
お
い
て
文
書
・
記
録
の
重
要
度
は
、
そ
の
機
密

性
（
機
密
度
）、
法
令
化
等
の
有
無
、
各
行
政
機
関
内
の
問
題
意
識
等
に
よ
っ
て

作
成
段
階
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
新
規
立
案
さ
れ
る
も
の
は
、
先
例
と

な
る
た
め
重
要
視
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
文
書
・
法
人
文
書
に
「
歴
史
」
と

い
う
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
強
要
し
て
い
る
が
、

「
歴
史
」
的
重
要
性
は
、
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
に
対
す
る
認
識
そ
の

も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
ま
た
、「
歴
史
」
は
新
た
な
事

実
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
一
方
、
日
常
的
に
現
実
の
諸
問
題
に

対
応
し
、
執
務
に
あ
た
っ
て
い
る
公
務
員
・
作
成
者
の
意
識
に
「
歴
史
」
が
上
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
故
、
文
書
を
作
成
し
、
保
管
す
る
者
に
と
っ
て
「
歴

史
」
的
意
義
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。
公
文
書
が
隠
匿
・
廃
棄
さ
れ

る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、「
歴
史
」
的
意
義
と
は
無
関
係
に
、
保
有
し
て
い
る
こ

と
が
現
実
に
お
い
て
都
合
が
悪
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
公
文
書
は
、「
歴
史
」
的

に
重
要
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
現
状
の
執
務
に
あ
た
り
活
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
今
の
国
民
に
寄
与
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
な
の
で
あ
る

）
11
（

。す
な
わ
ち
、

「
重
要
」
な
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
で
共
通
理
解
が
可
能
だ
が
、「
歴
史
」

公
文
書
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
と
国
立
公
文
書
館
と
の
間
で
す
ら
共
通
の
理
解

を
持
ち
え
な
い
。
公
文
書
管
理
法
に
お
け
る
作
成
・
保
存
、
移
管
・
公
開
の
統
一

的
管
理
を
実
現
す
る
う
え
で
、
ま
ず
、
共
通
理
解
が
可
能
な
行
政
的
価
値
に
基
づ

く
選
別
基
準
に
よ
っ
て
行
政
文
書
・
法
人
文
書
等
公
文
書
の
移
管
を
前
提
と
し
た

第
一
次
評
価
選
別
が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

）
11
（

。

　

一
方
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
論
と
と
も
に
「
現
用
」「
非
現
用
」
の
概
念
が
導

入
さ
れ
た
が
、
日
本
官
僚
制
は
、
宮
内
庁
に
お
け
る
有
職
故
実
の
例
を
ひ
く
ま
で

も
な
く
、
前
例
踏
襲
主
義
に
代
表
さ
れ
る
増
分
主
義
的
決
定
を
行
う
こ
と
が
多

い
。
結
果
、
行
政
文
書
・
法
人
文
書
は
、「
時
の
経
過
」
に
よ
っ
て
「
非
現
用
」

と
な
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
む
し
ろ
、「
現
用
」「
非
現
用
」
と
い
う
区
別
を
用
い

て
管
轄
権
を
二
分
化
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
区
別
を
「
重
要
公
文
書
」（「
重
要

行
政
文
書
」「
重
要
法
人
文
書
」）
と
い
う
概
念
で
統
一
し
、
文
書
の
作
成
か
ら
保

存
・
公
開
ま
で
を
一
貫
的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
札
幌
市
公
文
書
管
理
審
議
会
で
提
示
さ
れ
た
「
重
要
公
文
書
」
と
い

う
概
念
で
あ
る
。

　
「
札
幌
市
公
文
書
管
理
条
例
」（
平
成
二
四
年
六
月
一
三
日
、
条
例
第
三
一
号
）

の
第
二
条
で
は
、「
重
要
公
文
書
」「
特
定
重
要
公
文
書
」
を
次
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
る
。

　
　
（
４
）�

重
要
公
文
書�

公
文
書
の
う
ち
、
市
政
の
重
要
事
項
に
関
わ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
市
の
活
動
又
は
歴
史
を
検
証
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と

な
る
も
の
を
い
う
。

　
　
（
５
）�

特
定
重
要
公
文
書�

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　
　
　

ア �
重
要
公
文
書
の
う
ち
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
引
き

続
き
保
存
の
措
置
を
採
っ
た
も
の
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
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市
長
に
移
管
さ
れ
た
も
の

　
　
　

イ �

重
要
公
文
書
の
う
ち
、
第
一
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
に
移

管
さ
れ
た
も
の

　
　
　

ウ �
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
実
施
機
関
を
除
く
。）
又
は
個
人
か
ら
市
長
に

対
し
寄
贈
又
は
寄
託
の
申
出
が
あ
っ
た
文
書
で
、
市
政
の
重
要
事
項

に
関
わ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
活
動
又
は
歴
史
を
検
証
す
る
上

で
重
要
な
資
料
と
な
る
と
市
長
が
認
め
、
寄
贈
又
は
寄
託
を
受
け
た

文
書

）
11
（

　

札
幌
市
の
場
合
、
重
要
公
文
書
に
該
当
し
、
保
存
す
る
こ
と
で
「
特
定
重
要
公

文
書
」
と
な
る
文
書
を
、
具
体
的
に
「
①
本
市
の
制
度
、
計
画
、
事
業
な
ど
の
成

り
立
ち
や
変
遷
が
記
録
さ
れ
た
公
文
書
、
②
札
幌
市
行
政
の
過
去
の
貴
重
な
例
証

が
記
録
さ
れ
た
文
書
、
③
札
幌
市
の
歴
史
や
特
性
に
係
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文

書
」
と
し
て
い
る

）
1（
（

。
そ
し
て
、
一
般
的
に
行
政
に
お
け
る
現
用
記
録
保
存
が
一
〇

年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
、
一
〇
年
を
越
え
て
保
存
す
べ
き
資
料
を
二
点

に
類
別
（
市
及
び
市
民
の
権
利
・
義
務
に
関
わ
る
証
拠
と
な
る
記
録
資
料
と
、
業

務
遂
行
に
お
い
て
参
考
と
な
り
得
る
価
値
（
行
政
的
価
値
）
が
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
も
の
）、
そ
の
う
え
で
、
市
政
を
後
世
に
お
い
て
検
証
す
る
上
で
価
値
（
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
）
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
記
録
資
料
を
加
え
た
。
以
上
を
踏
ま

え
て
「
一
〇
年
を
超
え
る
保
存
期
間
（
三
〇
年
保
存
）
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
公

文
書
の
類
型
」
の
類
型
化
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る

）
11
（

。

　

公
文
書
管
理
を
一
元
化
し
、
何
よ
り
も
行
政
的
価
値
の
あ
る
文
書
の
移
管
を
促

進
し
、
公
開
す
る
た
め
に
は
、「
重
要
公
文
書
」（「
重
要
行
政
文
書
」「
重
要
法
人

文
書
」）
概
念
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

　

３－

２　

記
録
管
理
局
（
記
録
管
理
委
員
会
）
の
設
置

　

現
在
、
各
行
政
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
る
保
存
期
間
満
了
前
に
作
成
さ
れ
る
廃
棄

簿
に
掲
載
さ
れ
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
量
は
膨
大
で
あ
る
。そ
の
な
か
か
ら
、

実
物
を
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、
廃
棄
簿
を
基
に
、
保
存
期
間
と
フ
ァ
イ
ル
名
の
み

で
判
断
し
、
選
別
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
の
業
務
の
中
心
で
あ
る
内
閣

府
官
房
公
文
書
管
理
課
は
、「
課
」
で
あ
る
た
め
業
務
量
に
比
し
て
少
人
数
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
公
文
書
管
理
と
は
作
成
か
ら
保
管
、
廃
棄
・
移
管
を
通
じ
て
行

政
監
査
の
意
味
も
有
し
て
い
る
が
、
内
閣
府
官
房
そ
れ
自
体
、
公
文
書
管
理
の
対

象
で
あ
る
。
そ
の
一
課
に
す
ぎ
な
い
公
文
書
管
理
課
に
行
政
府
全
体
の
公
文
書
管

理
が
可
能
と
は
思
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
公
文
書
管
理
法
の
制
定
過
程
は
、
情
報

公
開
法
・
個
人
情
報
保
護
法
と
連
動
す
る
情
報
法
制
と
し
て
制
定
さ
れ
た
た
め
、

総
務
省
か
ら
の
出
向
事
務
官
達
を
中
心
に
立
案
さ
れ
た
。
一
方
で
、
内
閣
府
は
、

調
整
官
庁
で
あ
る
た
め
、
企
画
官
庁
に
お
け
る
政
策
立
案
過
程
に
関
す
る
知
識
・

経
験
を
充
分
に
有
し
て
お
ら
ず
、そ
の
認
識
面
で
も
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、森
友
・

加
計
問
題
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
問
題
は
、
国
家
意
思
決
定

過
程
だ
け
で
な
く
地
方
部
局
も
含
め
た
行
政
組
織
全
体
が
問
題
で
あ
り
、さ
ら
に
、

内
閣
官
房
秘
書
官
等
、
官
邸
官
僚
が
文
書
を
有
さ
な
い
こ
と
も
問
題
な
の
で
あ

る
。
今
後
、
行
政
機
関
に
お
い
て
公
文
書
管
理
法
を
よ
り
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た

め
に
は
、
特
定
機
密
保
護
法
に
も
対
応
し
た
独
立
機
関
・
記
録
管
理
局
の
設
置
が

必
須
で
あ
る
。
こ
の
記
録
管
理
局
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
、
以
下
五
点
の

施
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

①�

公
文
書
管
理
法
に
も
と
づ
く
監
査
機
能
の
付
与
（
罰
則
規
定
を
含
む
）
…
記

録
管
理
局
設
置
法
に
明
記
。
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②�

情
報
法
制
に
精
通
し
、
地
方
を
含
め
た
行
政
全
般
の
監
査
能
力
を
有
す
る
総

務
省
行
政
管
理
局
・
総
務
省
行
政
評
価
局
の
人
員
と
情
報
保
全
監
査
室
と
内

閣
府
公
文
書
管
理
課
の
人
員
を
も
っ
て
基
幹
組
織
を
形
成
す
る
。

　

③�

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
選
別
・
監
査
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
各
行
政
機

関
よ
り
、
現
業
の
公
文
書
管
理
担
当
者
等
を
出
向
さ
せ
る
。

　

④�「
③
」
の
担
当
官
は
、
各
行
政
機
関
の
政
策
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
。

　

⑤�

記
録
管
理
局
に
記
録
管
理
委
員
会
を
設
置
す
る
。
委
員
は
、
公
文
書
作
成
経

験
を
有
す
る
有
識
者
等
で
構
成
し
、
記
録
管
理
局
の
政
策
全
般
に
対
し
て
権

限
を
も
つ
こ
と
と
す
る
。
当
該
委
員
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
推
薦
に
よ
り
、

国
会
承
認
を
必
要
す
る
も
の
と
す
る

）
11
（

。

　

そ
の
う
え
で
、
文
書
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
原
局
の
責
任
と
す
る
も
、
そ
の

記
録
化
・
保
管
、
廃
棄
・
移
管
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
各
行
政
組
織
に
対
し
て

地
方
も
含
め
た
監
査
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
二
点
の
施
策
を
通
じ
て
、
記
録
管
理
局
の
持
続
発
展
可
能
な
基

盤
を
形
成
す
る
。

　
ａ　

�

特
別
任
用
制
度
を
利
用
し
、
各
省
よ
り
人
材
を
集
め
、
記
録
管
理
官
を
養

成
す
る
。
記
録
管
理
官
の
教
育
に
当
た
っ
て
は
、
会
計
検
査
院
を
モ
デ
ル

と
し
つ
つ
、
記
録
管
理
局
内
部
で
行
う
こ
と
と
す
る
（
特
定
機
密
の
問
題

が
あ
る
た
め

）
11
（

）。

　

ｂ　

�

現
行
で
は
、
国
立
公
文
書
館
員
が
公
文
書
管
理
課
に
出
向
し
て
い
る
が
、

特
定
機
密
の
取
り
扱
い
か
ら
法
人
職
員
で
は
問
題
が
あ
る
。
人
的
交
流
は

必
要
で
あ
る
が
、
国
立
公
文
書
館
が
独
立
行
政
法
人
で
は
な
く
、
国
家
機

関
に
も
ど
り
、
そ
の
職
員
が
国
家
公
務
員
と
な
ら
な
い
限
り
、
基
本
的
に

出
向
は
行
う
べ
き
で
は
な
い

）
11
（

。

　

す
な
わ
ち
、「
歴
史
公
文
書
」
と
い
う
概
念
で
は
な
く
、
行
政
組
織
に
あ
る
「
重

要
公
文
書
」
概
念
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
記
録
の
重
要
度
に
対
す
る
理
解
力
を
背
景

に
、移
管
さ
れ
る
べ
き
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
記
録
）
数
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
記
録
管
理
局
に
よ
る
「
重
要
公
文
書
」
の
選
定
が
、
一
次
選
別
で
あ
り
、

そ
の
う
え
で
、
二
次
選
別
を
行
う
。

　

今
日
、
公
文
書
管
理
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
上
記
二
点
で
あ
る
。

　

３－

３　

二
次
選
別
と
評
価
委
員
会
の
設
置

　

現
在
、
内
閣
府
公
文
書
管
理
課
に
よ
る
評
価
・
選
別
後
、
改
め
て
国
立
公
文
書

館
か
ら
移
管
を
求
め
る
「
意
見
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
廃
棄
保

留
と
な
っ
て
も
原
局
で
の
保
存
期
間
が
延
長
さ
れ
る
か
、
結
局
、
廃
棄
さ
れ
る
か

が
主
で
あ
り
、
移
管
実
績
は
、
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
選
別
に
あ
た
っ

て
の
基
準
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

札
幌
市
や
広
島
大
学
の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
・
国
立
大
学
法
人
で
は
、
重
要

公
文
書
概
念
の
導
入
と
、
担
当
者
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
統
一
的
管
理
が
保
た
れ
て
お
り
、
移
管
実
績
も
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
、

国
の
行
政
機
関
で
は
、
各
省
府
庁
に
よ
っ
て
、
文
書
作
成
か
ら
公
文
書
管
理
、
そ

の
重
要
度
設
定
に
ま
で
業
務
内
容
に
対
応
し
た
多
様
性
が
存
在
す
る
。こ
の
た
め
、

よ
り
精
緻
な
選
別
と
し
て
、
ま
た
、
記
録
管
理
局
・
記
録
管
理
委
員
会
の
一
次
選

別
の
う
え
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
を
念
頭
に
置
い
た
選
別
と
し
て
二
次
目
の

選
別
も
必
要
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
を
「
歴
史
」
に
限
定
さ
せ
た
よ
う
な
二
次

選
別
的
発
想
で
、
一
次
選
別
ま
で
含
め
た
選
別
を
行
お
う
し
て
き
た
公
文
書
管
理

委
員
会
・「
有
識
者
」
で
あ
る
が
、
結
局
、
本
来
、
行
う
べ
き
原
局
の
一
次
選
抜
・

「
現
用
」
記
録
管
理
に
全
く
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
次
の
三
点
の

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

①　

�

重
要
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
期
限
超
過
後
、
全
て
を
「
特
定
重
要
公
文
書
」

と
し
て
移
管
す
る
と
と
も
に
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
か
ら
作
成
さ

れ
た
廃
棄
簿
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値

に
基
づ
い
た
二
次
選
抜
を
行
う
。
二
次
選
抜
の
担
当
は
、
国
立
公
文
書
館

専
門
担
当
官
が
行
う
。

　

②　

�

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
新
設
の
評
価
委
員
会
で
方
法
と
結

果
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
評
価
委
員
会
は
、
現

行
の
公
文
書
管
理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
不
服
審
査
の
分
科
会
機

能
も
引
き
継
ぐ
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
評
価
委
員
会
は
、
国
立
公
文
書
館

の
運
営
に
つ
い
て
も
責
任
を
も
つ
も
の
と
す
る
。

　

③　

�

最
終
的
な
選
別
結
果
に
つ
い
て
、
記
録
管
理
局
に
考
査
室
を
設
置
し
、
各

年
度
の
廃
棄
・
移
管
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
内
容
も
含
め
て

分
析
し
、
公
開
す
る
こ
と
で
業
務
の
透
明
化
を
図
る

）
11
（

。

　

な
お
、
本
項
は
、
現
行
の
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
評
価
・
選
別
助
言
機
能
を
強

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
が
国
家
機
関
と
な
れ
ば
、
最
終
的
に
国
立

公
文
書
館
長
に
廃
棄
権
を
付
与
す
る

）
11
（

。

　

３－

４　

公
文
書
管
理
法
を
中
心
と
す
る
法
体
系
整
理

　

日
本
に
お
け
る
公
文
書
館
が
、
国
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
、
そ
の
多
く
が
行
政

組
織
の
認
知
と
信
頼
を
受
け
た
存
在
と
な
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
多
く
は
、
そ
の
設
立
時
か
ら
歴
史
研
究
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
か
つ
ま
た
、
歴

史
研
究
者
の
意
向
が
強
く
働
い
た
結
果
、
所
蔵
の
中
心
が
歴
史
資
料
・
古
文
書
類

が
中
心
と
な
る
機
関
も
多
い
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
た

「
歴
史
文
書
館
」
な
ど

）
11
（

、
多
様
な
存
在
で
あ
っ
て
良
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
公

文
書
館
は
、
情
報
法
制
・
公
文
書
管
理
法
の
も
と
に
明
確
な
法
体
系
化
の
も
と
に

整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
、
情
報
公
開
法
、
個
人
情
報
保
護
法
、
特
定
機
密
保
護
法
、
不
正
ア

ク
セ
ス
防
止
法
と
と
も
に
、
公
文
書
管
理
法
が
あ
り
、
こ
の
公
文
書
管
理
法
の
も

と
に
、
新
設
す
る
記
録
管
理
局
と
国
立
公
文
書
館
等
を
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
新
設
さ
れ
る
記
録
管
理
局
の
設
置
法
で
あ
る
記
録
管
理
局

法
と
国
立
公
文
書
館
法
は
、
公
文
書
管
理
法
の
下
位
法
と
し
て
位
置
づ
け
、
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
公
文
書
館
法
も
改
正
し
、「
公
文
書
館
」

を
公
文
書
管
理
法
・
公
文
書
管
理
条
例
の
も
と
で
の
組
織
と
す
べ
き
で
あ
る
。
地

方
自
治
体
に
あ
っ
て
も
「
公
文
書
館
」
と
、
文
化
財
保
護
法
の
も
と
に
あ
る
文
化

施
設
と
し
て
の
「
歴
史
文
書
館
」
を
明
確
に
類
別
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
案
も
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
公
文
書
管
理
法

を
実
効
性
の
あ
る
「
現
用
」
中
心
の
も
の
に
改
正
し
、
現
行
法
に
お
け
る
「
特
定

歴
史
公
文
書
」
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
国
立
公
文
書
館
法
に
移
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

公
文
書
管
理
法
下
で
お
き
る
諸
事
件
へ
の
対
応
に
あ
た
り
、
公
文
書
管
理
法
の

成
立
時
点
か
ら
の
問
題
点
が
解
消
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
が
混
乱
を
招
い

て
い
る
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

ハ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
充
実
し
た
「
特
定
歴
史

公
文
書
」
を
擁
す
る
国
立
公
文
書
館
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
組

織
化
が
全
国
化
す
れ
ば
、
国
立
大
学
な
ど
で
必
要
と
さ
れ
な
い
文
系
・
歴
史
学
研

究
者
で
あ
る
大
学
院
生
の
就
職
口
も
増
え
る
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、「
歴
史
」
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
り
、「
歴
史
」
的
価
値
と
い
う
も
の
を
普

遍
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
い
る
…
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
公
文
書
管

理
委
員
会
は
、「
歴
史
」
的
価
値
を
明
示
で
き
ず
、
単
に
解
釈
に
お
い
て
屋
上
屋

を
重
ね
た
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
今
日
の
公
文
書
管

理
を
め
ぐ
る
状
況
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

公
文
書
管
理
委
員
会
は
、国
立
公
文
書
館
の
「
唯
一
性
」「
絶
対
性
」
を
確
立
し
、

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
を
理
想
と
し
て
、
そ
れ
へ
近
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ

の
「
理
想
」
を
追
求
す
る
た
め
の
施
策
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
現
実
」

を
直
視
し
て
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
で
新
た
な
モ
デ
ル
を
自
ら
の
手
で
構
築
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
現
業
と
の
連
関
性
を
欠
き
、
移
管
・
公
開
と
い
う
機
関
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
業
務
に
お
い
て
公
開
に
偏
し
、「
夢
を
語
」
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
）
11
（

。

　

現
在
、
日
本
に
存
在
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
多
様
な
存
在
で
あ
る
。
年
史
編

纂
事
業
で
収
集
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
中
核
と
し
て
地
域
の
文
化
施
設
と
し
て
運
用

さ
れ
て
い
る
も
の
、
戦
争
被
害
や
災
害
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
資
料
を
収

集
し
、
公
開
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
あ
り
、

文
化
施
設
で
あ
り
、
文
化
法
制
の
も
と
に
あ
る
べ
き
「
歴
史
文
書
館
」
で
あ
る
。

一
方
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
設
立
さ
れ
な
が
ら
も
、「
歴
史
文
書
館
」
的

な
活
動
を
主
に
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。こ
の
よ
う
な
な
か
で
、機
関
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
苦
闘
す
る
「
公
文
書
館
」
も
存
在
し
て
い
る
。
苦
闘
の
理
由
は
、

親
組
織
で
あ
る
行
政
機
関
と
の
関
係
性
に
あ
る
。
多
く
は
、
統
一
的
管
理
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、「
現
用
」
で
あ
る
行
政
組
織
に
お
け
る
組
織

共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
状
況
が
わ
か
ら
ず
、
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
も
で
き
な
い
な
か

で
、
廃
棄
さ
れ
る
組
織
共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
「
評
価
・
選
別
」
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
統

一
的
管
理
の
実
施
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
親
機

関
の
行
政
と
の
連
携
が
必
須
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
国
立
公
文
書
館
は
、
詳
し

く
は
別
稿
に
譲
る
が
、
親
機
関
と
の
連
携
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
公
文
書
管
理
法
下

に
あ
る
施
設
と
し
て
機
能
を
特
化
さ
せ
て
い
る
と
も
い
い
が
た
い
。

　

国
家
レ
ベ
ル
で
の
行
政
機
関
と
の
統
一
的
管
理
と
は
、
最
終
的
に
、
上
記
の
二

段
階
選
別
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
状
で
国
立
公
文
書
館

組
織
を
肥
大
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
混
乱
と
問
題
を
よ
り
深
め
る
こ
と
と
な
る
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

問
題
の
本
質
に
つ
い
て
、
本
稿
に
お
け
る
第
一
章
と
第
二
章
と
の
落
差
に
み
ら

れ
る
ご
と
く
、
公
文
書
管
理
委
員
会
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
稿

で
は
、
現
在
の
問
題
を
中
心
と
し
て
公
文
書
管
理
法
改
正
試
案
を
再
考
す
べ
く
四

点
の
改
正
点
を
提
示
し
た
。
本
稿
末
に
、
こ
の
改
正
点
を
踏
ま
え
た
改
正
試
案
を
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小池聖一　　公文書管理法修正試案再考

付
し
て
い
る
、
併
せ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い

）
11
（

。

　

な
お
、
本
稿
も
公
文
書
管
理
法
の
最
終
形
で
は
な
い
、
ま
だ
ま
だ
、
進
化
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
の
「
目
的
」
は
、
正
し
い
。
こ
の
正
し
さ
を

「
将
来
」
で
は
な
く
、「
現
在
」
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
日
稿
了
）

注（
１
）�https://jim

in.jp-east-2.os.cloud.nifty.com
/pdf/new

s/policy/137724_1.

pdf�（
平
成
三
〇
年
八
月
二
八
日
。

（
２
）�

拙
稿
「
公
文
書
管
理
法
に
お
け
る�

「
歴
史
公
文
書
」�

と�

「
特
定
歴
史
公
文
書
」－

そ

の
生
成
過
程
と
問
題
点

－

」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
平
成
二
四

年
二
月
他
。

（
３
）�

代
表
的
な
著
作
と
し
て
は
、
公
文
書
管
理
委
員
で
も
あ
っ
た
三
宅
弘
著
『
監
視
社

会
と
公
文
書
管
理
』（
花
伝
社
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ
る
。

（
４
）�

拙
稿
「
公
文
書
管
理
法
改
正
試
案
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
六
号
、

二
〇
一
四
年
二
月
。

（
５
）�https://jim

in.jp-east-2.storage.api.nifcloud.com
/pdf/new

s/policy/�

137260_1.pdf?_ga=
2.175578277.681624768.1541858531-1374738747.�

1499323634

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）

（
６
）～（
９
）
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
付
与
党
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
「
公
文
書
管
理
の
改
革
に
関
す
る
最
終
報
告
同
前
注
（
１
）

（
10
）�http://w

w
w
.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/185/pdf/

t051850131850.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
二
〇
日
）。

（
11
）�http://w
w
w
.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/196/pdf/

t051950041950.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
二
〇
日
）。

（
12
）�「
立
民
な
ど
野
党
、
公
文
書
管
理
法
改
正
案
を
共
同
提
出
」『
日
本
経
済
新
聞
』

二
〇
一
八
年
五
月
一
七
日
、https://w

w
w
.nikkei.com

/article/D
GX

M
ZO

�

30643280X
10C18A

5PP8000/

（
平
成
三
〇
年
九
月
八
日
）。

（
13
）�

平
成
三
〇
年
三
月
一
三
日
、
予
算
委
員
会
公
聴
会
で
の
発
言
（http://kokkai.

ndl.go.jp/cgi-bin/K
E
N
SA

K
U
/sw

k_dispdoc.cgi?SE
SSIO

N
=
58588&

�

SA
V
E
D
_R

ID
=
1&

PA
G
E
=
0&

PO
S=

0&
T
O
T
A
L=

0&
SR

V
_ID

=
10&

�

D
O
C_ID

=10605&
D
PA

GE=7&
D
T
O
T
A
L=504&

D
PO

S=128&
SO

RT
_

D
IR=1&

SO
RT

_T
Y
PE=0&

M
O
D
E=1&

D
M

Y
=59245

）。
こ
れ
ら
対
応
可
能

と
さ
れ
る
者
は
、
公
文
書
管
理
に
お
け
る
作
成
経
験
を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

実
態
と
し
て
の
行
政
機
関
の
保
管
状
況
も
実
質
的
に
把
握
し
て
い
な
い
。
単
に
、

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
フ
ァ
イ
ル
名
か
ら
「
評
価
・
選
別
」
を
行
っ
て
き

た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
真
に
対
応
可
能
な
人
材
と
は
思
え
な
い
。

（
14
）�

そ
れ
も
、
単
に
各
省
庁
の
執
務
提
要
を
ま
と
め
た
だ
け
で
お
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
。
各
行
政
組
織
固
有
の
政
策
立
案
過
程
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
各

省
の
政
策
立
案
過
程
に
お
け
る
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
公
文
書
管
理
が
で
き

れ
ば
よ
い
の
だ
が
。

（
15
）�

こ
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
個
人
名
を
記
し
た
体
裁
に
整
え
、
議
事
要
録
で
は
な

く
、
明
確
な
議
事
録
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
16
）�
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
国
立
公
文
書
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す

政
策
と
し
て
実
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
17
）�「
第
一
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」
平
成
二
二
年
七
月
一
五
日
、http://
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w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/22/220715/220715gijiroku.

pdf

、
一
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
18
）�
加
藤
陽
子
委
員
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
）「
第
一
五
回
公

文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」
平
成
二
四
年
三
月
一
九
日
、http://w

w
w
8.cao.

go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2011/20120319/20120319gijiroku.pdf

、
四

頁
（
平
成
二
五
年
八
月
六
日
）。

（
19
）�

三
宅
弘
委
員
（
弁
護
士
）、
同
前
注
、
一
二
頁
。

（
20
）�「
第
一
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

koubuniinkai/iinkaisai/2012/20120410/20120410gijiroku.pdf

、一
頁
（
平

成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
21
）�

加
藤
委
員
は
「
我
々
の
元
に
現
用
文
書
の
パ
タ
ー
ン
で
、
例
え
ば
省
議
の
い
い
例

と
関
係
行
政
機
関
の
長
で
構
成
さ
れ
る
会
議
な
ど
の
会
議
例
、
各
省
の
協
議
案
が

き
れ
い
に
そ
ろ
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
も
の
を
一
つ
、
二
つ
見
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
我
々
が
学
ぶ
」
と
述
べ
て
い
る
、「
第
一
八
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議

事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2012/20120425/

20120425gijiroku.pdf

、
一
〇
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
22
）�

三
輪
眞
木
子
委
員
長
代
理（
放
送
大
学
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
・
遠
隔
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）

「
第
一
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」
平
成
二
四
年
四
月
一
〇
日
、http://

w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2012/20120410/20120410gijir

oku.pdf

、
一
二
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
23
）
同
前
注
。

（
24
）�

岡
田
副
総
理
「
第
一
八
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」
平
成
二
四
年
四
月
二
五

日
、http://w

w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2012/20120425/20

120425gijiroku.pdf

、
四
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
25
）�

石
原
一
則
委
員
（
神
奈
川
県
公
文
書
館
課
長
）「
原
則
的
に
考
え
れ
ば
、
公
文
書

は
そ
も
そ
も
事
業
や
会
議
体
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
、
役
所
の
仕
事
の
副
産
物

で
す
ね
。そ
の
重
要
な
公
文
書
が
今
回
は
残
ら
な
か
っ
た
。議
事
録
が
残
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
す
か
ら
、
重
要
な
会
議
体
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
事

前
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」「
こ
れ
は
文
書
管
理
の
基
本
で
あ
り
ま

し
て
、
公
文
書
は
仕
事
や
会
議
や
事
業
の
副
産
物
で
す
。
つ
ま
り
公
文
書
の
管
理

に
は
事
前
に
そ
う
い
っ
た
仕
事
や
会
議
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
（
同
前
注
一
一
頁
）。

（
26
）�http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/gijiroku/kettei/241024houkou.pdf（

平

成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
27
）�http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/gijiroku/kettei/241129kettei.pdf

（
平

成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
28
）
同
前
注
（
26
）
二
頁
。

（
29
）
同
前
注
、
三
頁
。

（
30
）（
31
）
同
前
注
（
27
）、
一
頁
。

（
32
）
同
前
注
（
26
）、
三
～
四
頁
。

（
33
）
同
前
注
（
27
）、
四
～
五
頁
。

（
34
）�

衆
議
院
内
閣
委
員
会
一
一
号
、
平
成
二
五
年
五
月
一
〇
日
、
民
主
党
岡
田
克
也
議

員
の
質
問
に
対
す
る
、
菅
義
偉
官
房
長
官
答
弁
。http://kokkai.ndl.go.jp/cgi-

bin/K
E
N
SA

K
U
/sw

k_dispdoc.cgi?SE
SSIO

N
=
11439&

SA
V
E
D
_

RID
=1&

PA
GE=0&

PO
S=0&

T
O
T
A
L=0&

SRV
_ID

=10&
D
O
C_ID

=1044

&
D
PA

G
E
=
1&

D
T
O
T
A

L=
1&

D
PO

S=
1&

SO
R
T
_D

IR
=
1&

SO
R
T
_
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T
Y
PE=0&

M
O
D
E=1&

D
M

Y
=12559

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
35
）�
内
閣
府
大
臣
官
房
文
書
管
理
課
「
第
三
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」

http://w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2014/20140529/201405

29gijiroku.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
一
五
日
）。

（
36
）�「
第
三
六
回
公
文
書
管
理
委
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

koubuniinkai/iinkaisai/2014/20140529/20140529gijiroku.pdf

（

平

成

三
〇
年
八
月
一
五
日
）、
四
頁
。

（
37
）�

加
藤
委
員
・
三
宅
委
員
、
同
前
注
、
五
頁
。

（
38
）�

同
前
注
、
七
頁
。

（
39
）�

そ
の
際
、
三
宅
委
員
か
ら
は
、「
特
定
秘
密
、
こ
れ
は
秘
密
で
す
よ
と
明
ら
か
に

す
る
の
も
何
か
は
ば
か
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
特
定
秘
密
が
国
民
サ
イ
ド
か
ら
見
て
余
り
は
っ
き
り

分
か
ら
な
い
と
、
こ
れ
は
漠
然
と
か
不
明
確
だ
と
い
う
こ
と
で
憲
法
上
の
問
題
が

出
て
く
る
余
地
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
こ
か
で
そ
こ
を
調
整
し

て
あ
る
程
度
分
か
る
よ
う
な
、
あ
る
程
度
分
か
る
と
い
う
の
は
秘
密
の
内
容
で
は

な
く
て
、
特
定
秘
密
の
効
果
が
及
ん
で
い
る
客
観
的
な
範
囲
が
は
っ
き
り
分
か
る

と
い
う
こ
と
と
、
こ
ち
ら
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
で
そ
う
い
う
も
の
が
化

体
さ
れ
て
い
る
文
書
が
三
〇
年
な
り
、
長
く
て
六
〇
年
残
る
と
い
う
と
こ
ろ
の
調

整
は
、や
は
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
作
業
だ
と
思
い
ま
す
」
と
の
意
見
が
出
て
、

検
討
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
同
前
注
、
九
頁
）。

（
40
）�

平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
、
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
一
部
改

正
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

chosei/koubun/hourei/kanri-gl.pdf

、
八
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
41
）�「
公
文
書
管
理
法
に
お
け
る
「
歴
史
公
文
書
」
と
「
特
定
歴
史
公
文
書
」

－

そ
の

生
成
過
程
と
問
題
点

－

」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
一
年

三
月
。

（
42
）�「
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/koubun�

iinkai/iinkaisai/2015/20151224/20151224gijiroku.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月

一
五
日
）、
一
三
頁
。
こ
の
二
段
階
選
別
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
管
理
委
員
会
で

の
唯
一
の
実
務
家
で
あ
っ
た
石
原
一
則
委
員
（
神
奈
川
県
公
文
書
館
課
長
）
が
第

一
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
（
平
成
二
四
年
四
月
一
〇
日
）
で
、
専
門
職
と
し
て

の
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
必
要
性
を
説
き
、「
ア
メ
リ
カ
の

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ
て
、
一
つ
の
省
庁
で
文
書
管
理
と
歴
史
公
文

書
管
理
を
合
体
さ
せ
て
行
う
と
い
う
ブ
ラ
ン
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

と
い
う
話
で
す
」
と
提
案
し
て
い
た
（「
第
一
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」

平
成
二
四
年
四
月
一
〇
日
、http://w

w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisa

i/2012/20120410/20120410gijiroku.pdf

、
一
二
～
一
三
頁
（
平
成
三
〇
年

一
〇
月
二
八
日
））。
石
原
委
員
は
、
本
来
、
二
種
の
専
門
職
を
提
案
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
二
段
階
選
別
論
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

権
限
強
化
を
考
え
る
ば
か
り
に
、
そ
れ
を
合
わ
せ
た
一
段
階
評
価
を
提
案
し
た
の

で
あ
っ
た
。

（
43
）�

城
戸
英
明
委
員
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）、
同
前
注
、

一
三
～
四
頁
。

　

 　
　

行
政
レ
ベ
ル
で
文
書
は
「
プ
ロ
セ
ス
を
ト
レ
ー
ス
」
出
来
る
よ
う
に
作
ら
れ
る

の
が
常
識
で
あ
る
。
公
文
書
館
の
な
か
で
「
シ
リ
ー
ズ
」
を
採
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、「
現
用
」
記
録
・
原
局
と
の
連
関
を
有
し
て
い
な
い
、
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あ
る
い
は
行
政
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
い
た
め
に
、
移
管
さ
れ
る
文

書
フ
ァ
イ
ル
の
「
も
れ
」「
落
ち
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
に
採
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
44
）
城
戸
委
員
、
同
前
注
、
一
五
頁
。

（
45
）�

保
坂
裕
興
委
員
（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
科
教
授
）、
同
前
注
、
一
六
頁
。

こ
の
「
巨
視
的
な
評
価
」
が
歴
史
学
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
46
）�

現
状
の
公
文
書
管
理
委
員
会
を
そ
の
ま
ま
、
評
価
選
別
委
員
会
と
す
る
の
が
適
当

で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
47
）�

清
水
唯
一
朗
准
教
授
（
当
時
、
現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）、

熊
本
史
雄
教
授
（
駒
澤
大
学
文
学
部
）「
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」

http://w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2015/20151204/201512

04gijiroku.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
一
五
日
）。

（
48
）�

井
上
正
也
准
教
授
（
当
時
、現
在
、成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
）、同
前
注
、一
四
頁
。

（
49
）�http://w

w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/honbun.pdf

（
平
成
三
〇

年
一
一
月
六
日
）。

（
50
）�「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

http://w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2017/20170707/

shiryou2.pdf

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
八
日
）。

（
51
）�「
第
五
五
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

koubuniinkai/iinkaisai/2017/20170707/20170707gijiroku.pdf

（

平

成

三
〇
年
一
一
月
八
日
）
六
頁
。

（
52
）
保
坂
委
員
、
同
前
注
七
・
八
頁
。

（
53
）
城
戸
委
員
、
同
前
注
九
頁
。

（
54
）
同
前
注
一
二
頁
。

（
55
）�「
第
五
六
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

koubuniinkai/iinkaisai/2017/20170830/20170830gijiroku.pdf

（

平

成

三
〇
年
一
一
月
八
日
）
三
頁
。

（
56
）
同
前
注
、
七
・
八
頁
。

（
57
）�「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

http://w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2017/20170830/

shiryou1.pdf

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
八
日
）。

（
58
）�

城
戸
委
員
「
第
五
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.

go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2017/20170920/20170920gijiroku.pdf

（
平

成
三
〇
年
一
一
月
八
日
）
一
四
・
五
頁
。

（
59
）�

同
前
注
、
一
五
頁
。

（
60
）�

同
前
注
、
一
六
頁
。
し
か
し
、「
歴
史
的
重
要
性
が
な
い
の
に
重
要
と
は
ど
う
い

う
意
味
な
の
か
と
か
」
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
意
見
の
深
ま
り
は
中
断
さ
れ
て

い
る
（
同
前
注
、
二
三
頁
）。

（
61
）�http://w

w
w
8.cao.go.jp/chosei/koubun/hourei/kanri-gl.pdf

。
本
改
正
の

要
点
は
、
森
友
・
加
計
問
題
に
対
応
し
た
一
年
未
満
廃
棄
文
書
の
明
確
化
に
あ
っ

た
。
筆
者
は
、本
改
正
の
公
文
書
管
理
に
関
す
る
独
立
行
政
法
人
等
連
絡
会
議（
平

成
三
〇
年
二
月
七
日
）
に
参
加
し
た
。
問
題
に
思
っ
た
の
は
、
留
意
事
項
「
○�

職
員
が
自
己
の
執
務
の
便
宜
の
た
め
に
保
有
し
て
い
る
写
し
（
正
本
・
原
本
は
別

途
管
理
）
は
行
政
文
書
に
は
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
執
務
の
参

考
資
料
は
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
職
員
が
起
案
の
下
書

き
を
し
て
い
る
段
階
の
メ
モ
も
、
一
般
的
に
は
行
政
文
書
に
は
当
た
ら
な
い
が
、
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当
該
メ
モ
に
行
政
機
関
に
お
け
る
法
律
立
案
の
基
礎
と
な
っ
た
国
政
上
の
重
要
な

事
項
に
係
る
意
思
決
定
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書

と
し
て
適
切
に
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。」
の
説
明
に
あ
っ
た
。
公
文
書
の
作
成
過

程
に
あ
る
文
書
は
、
全
て
基
本
的
に
「
公
文
書
」
で
あ
り
、
作
成
後
、
組
織
共
用

文
書
フ
ァ
イ
ル
に
綴
ら
れ
ず
個
人
的
に
保
有
さ
れ
る
写
や
案
を
、公
文
書
と
せ
ず
、

説
明
し
た
内
閣
府
の
専
門
官
が
「
個
人
文
書
」
と
い
う
概
念
を
無
謬
的
に
使
用
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。こ
れ
で
は
、組
織
共
用
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
充
実
は
行
わ
れ
ず
。

公
務
員
が
公
文
書
を
「
個
人
的
」
に
所
有
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
を
指
摘
し
、
執
務
参
考
の
個
人
フ
ァ
イ
ル
保
有
の
制
限
と
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
理
解
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
件
か
ら
も
企
画
官
庁
で
は
な
い
内
閣
府
（
そ
れ
は
公
文

書
管
理
課
の
み
か
も
し
れ
な
い
が
）
の
限
界
性
が
理
解
で
き
た
。

（
62
）�

閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
作
業
チ
ー
ム
第
一
回
、「
資
料
９�

国
立
公
文
書
館
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
（
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
「
時
の
経
過
」
の

運
用
に
つ
い
て
）」
平
成
二
四
年
八
月
九
日
、http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/

seisaku/gijiroku/sagyou1/1siryou9.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
六
日
）。

（
63
）�

閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
作
業
チ
ー
ム
第
一
回
議
事
録
、�

平
成
二
四
年
八
月
九
日
、http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/gijiroku/

sagyou1/1gijiroku.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
六
日
）。

（
64
）�

小
早
川
光
郎
委
員
（
成
蹊
大
学
法
科
大
学
院
客
員
教
授
）、
閣
議
議
事
録
作
成
・

公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
第
一
回
議
事
録
、
平
成
二
四
年
七
月
三
〇
日
、http://

w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/gijiroku/dai1/1gijiroku.pdf

（
平
成
三
〇
年

一
一
月
六
日
）
七
頁
。

（
65
）�

長
谷
部
恭
男
委
員
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）、
同
前
注
、

八
頁
。

（
66
）�

閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム�

作
業
チ
ー
ム
第
二
回
議
事
録
、

資
料
四
、http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/gijiroku/sagyou2/2siryou4.

pdf

（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
67
）�「
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
」http://w

w
w
8.cao.go.jp/

koubuniinkai/iinkaisai/2015/20151224/20151224gijiroku.pdf

（

平

成

三
〇
年
一
一
月
六
日
）
三
・
四
頁
。
な
お
、
広
島
大
学
文
書
館
で
は
、
す
で
に
実

態
と
し
て
国
立
大
学
法
人
化
に
関
す
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
保
存
期

間
を
短
縮
し
、
移
管
の
上
、
公
開
し
て
い
る
。

（
68
）�

反
面
、
行
政
機
関
の
執
務
に
「
歴
史
」
が
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に
、「
歴
史
」
感

覚
を
有
す
る
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
導
入
が
必
要
だ
、
と

の
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
書
の
作
成
過
程
を
把
握
せ
ず
、
現
実
意
識

を
有
さ
ず
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
「
歴
史
」
に
対
し
て
定
義
も
で
き
な
い
現
状

で
は
、
本
質
的
に
困
難
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
。

（
69
）�

大
濱
徹
也
委
員
長「
札
幌
市
公
文
書
館
基
本
構
想
検
討
委
員
会
会
議
録（
第
二
回
）」

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
七
日
、
一
一
頁
。
基
本
的
に
、
重
要
公
文
書
の
概
念
形
成

に
つ
い
て
は
、
大
濱
徹
也
氏
の
発
言
、
札
幌
市
公
文
書
館
基
本
構
想
検
討
委
員
会

で
の
大
濱
徹
也
氏
の
意
見
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
基

本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
も
、
大
濱
氏
の
意
見
と
は
認
識
の
点
で
共
通
す
る
部
分
が

多
い
（
大
濱
徹
也
「
札
幌
市
公
文
書
館
記
念
講
演
会
講
演
録　

札
幌
市
公
文
書
館

の
使
命
と
課
題

－

現
在
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

－

」
平
成
二
五
年
七
月
一
日
）

　

 　
　

な
お
、
広
島
大
学
で
は
、
公
文
書
管
理
担
当
の
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
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と
広
島
大
学
文
書
館
が
共
同
で
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
法
人
文
書

管
理
規
則
第
一
四
条
で
含
ま
れ
る
情
報
の
流
出
紛
失
、
改
ざ
ん
等
防
止
の
必
要
に

応
じ
て
重
要
度
を
類
型
化
し
て
い
る
（
岡
田
泰
司
「
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
法

人
文
書
管
理
及
び
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
」『
広
島
大
学
文

書
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
平
成
二
三
年
三
月
、
参
照
）。
そ
の
う
え
で
、
文
書
館

長
に
廃
棄
権
が
あ
り
、
廃
棄
・
移
管
は
公
文
書
室
長
が
行
っ
て
お
り
、
現
物
確
認

も
行
っ
て
い
る
。

（
70
）�http://w

w
w
.city.sapporo.jp/som

u/kobunsyo/docum
ents/kobunsho�

kanrijorei.pdf

（
平
成
三
〇
年
八
月
六
日
）。

（
71
）�

高
井
俊
哉
「
札
幌
市
の
文
書
管
理
の
取
組
に
つ
い
て
」『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第

四
九
号
、
平
成
二
五
年
三
月
、
一
四
頁
。
他
に
、
竹
内
啓
「
札
幌
市
に
お
け
る
公

文
書
館
開
設
準
備
状
況
に
つ
い
て
」『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
四
二
号
、
平
成
二
二

年
一
二
月
、越
後
武
介
「
札
幌
市
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
及
び
施
行
に
つ
い
て
」

『
札
幌
市
文
化
資
料
室
研
究
紀
要
』
第
五
号
、
平
成
二
五
年
三
月
、
参
照
。

（
72
）�

札
幌
市
公
文
書
管
理
審
議
会
「
札
幌
市
公
文
書
管
理
審
議
会
答
申
書
」
平
成
二
四

年
一
一
月
、http://w

w
w
.city.sapporo.jp/som

u/kobunsyo/docum
ents/

toushinsho-1.pdf

（
平
成
二
五
年
八
月
六
日
）。

（
73
）�

現
在
、各
行
政
機
関
の
退
職
職
員
を
大
量
に
採
用
し
、膨
大
な
行
政
文
書
の
評
価
・

選
別
を
行
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
各
行
政
機
関
に
お
け
る
移
管
対
象
期
の

固
有
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
の
選
別
に
あ
た
り
認
識
面
で
、こ
れ
ら
退
職
職
員
は
、

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
ら
退
職
職
員
は
、現
職
及
び
出
身
行
政
機
関
に
「
忖

度
」
す
る
存
在
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、彼
ら
に
よ
る
評
価
・
選
別
に
つ
い
て
は
、

恒
常
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
記
録
管
理
委
員
会
に
は
、

評
価
・
選
別
に
つ
い
て
判
断
可
能
な
人
材
が
必
要
で
あ
る
。

（
74
）�

地
方
に
あ
る
国
の
行
政
組
織
に
対
す
る
監
査
業
務
も
あ
り
、総
務
省
行
政
管
理
局
・

行
政
評
価
局
の
人
員
が
必
要
で
あ
り
、
電
子
文
書
化
と
い
う
観
点
で
も
、
総
務
省

が
中
心
で
あ
る
。
実
効
あ
る
記
録
管
理
官
の
養
成
に
は
、
国
立
公
文
書
館
の
公
文

書
管
理
研
修
で
は
全
く
対
応
で
き
な
い
。
将
来
的
に
は
、
本
教
育
シ
ス
テ
ム
を
簡

素
化
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
公
文
書
管
理
研
修
に
応
用

す
る
。
ま
た
、
教
育
シ
ス
テ
ム
が
確
立
す
れ
ば
、
資
格
・
教
育
シ
ス
テ
ム
化
す
る

こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
な
に
よ
り
も
、
実
効
性
を
有
す
る
記
録
管
理
官
の

養
成
が
必
須
で
あ
る
。

（
75
）�

本
来
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
、
国
家
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関
与
す
る
存
在
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
現
状
の
国
立
公
文
書
館
及
び
大
学
等
で
の
研
修
・
育
成
シ
ス

テ
ム
で
は
内
容
的
に
全
く
対
応
で
き
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
国
立
公
文
書
館
職
員

が
内
閣
府
に
出
向
し
、
各
省
庁
に
配
置
さ
れ
て
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ

て
も
、
当
該
行
政
組
織
に
つ
い
て
根
本
的
な
知
識
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
機
能
す
る

と
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
無
意
味
な
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
存

在
に
よ
る
反
動
と
し
て
批
難
が
公
文
書
館
全
体
に
及
ぶ
こ
と
の
方
が
危
惧
さ
れ

る
。

（
76
）�

記
録
管
理
局
と
国
立
公
文
書
館
に
つ
い
て
は
、
前
者
を
上
位
機
関
と
す
る
。
両
者

を
一
体
運
用
す
る
た
め
に
は
、
国
立
公
文
書
館
が
国
家
機
関
に
な
る
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
国
立
公
文
書
館
専
門
官
の
任
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
を
参
考
に
、

能
力
試
験
を
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
77
）�

国
立
公
文
書
館
も
、「
現
用
」「
非
現
用
」
と
い
う
概
念
だ
け
で
は
、
実
態
に
そ
ぐ

わ
な
い
た
め
「
半
現
用
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
中
間
書
庫
を
設
置
し
て
い
る
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小池聖一　　公文書管理法修正試案再考

（「
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
中
間
書
庫
業
務
要
綱
」
平
成
二
三
年
三
月
一
五

日
館
長
決
定
、http://w

w
w
.archives.go.jp/law

/pdf/chuukanshoko01.

pdf
（
平
成
二
五
年
八
月
六
日
）。
ま
た
、
依
田
健
「
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
中

間
書
庫
に
つ
い
て
」『
北
の
丸
』
第
四
〇
号
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
。
公
文
書
等

の
中
間
段
階
に
お
け
る
集
中
管
理
の
仕
組
み
に
関
す
る
研
究
会
「
公
文
書
等
の
中

間
段
階
に
お
け
る
集
中
管
理
の
仕
組
み
に
関
す
る
報
告
」
平
成
一
八
年
四
月
、

http://w
w
w
.archives.go.jp/law

/pdf/cyukansyokenkyukai.pdf

（
平
成

二
五
年
八
月
六
日
）。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
内
閣
府
の
み
が
国
立
公
文
書
館

の
中
間
書
庫
に
文
書
を
移
管
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。中
央
各
省
庁
の
な
か
に
は
、

独
自
に
中
間
書
庫
を
設
置
し
、
運
用
し
て
い
る
場
合
も
存
在
し
て
い
る
。「
時
を

経
過
」
し
た
と
し
て
も
前
例
と
し
て
必
要
な
文
書
が
置
か
れ
る
中
間
書
庫
の
存
在

は
、結
果
と
し
て
前
例
と
し
て
必
要
と
さ
れ
な
い
…
す
な
わ
ち
「
非
現
用
」
と
な
っ

た
公
文
書
の
み
を
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
国
立
公

文
書
館
は
行
政
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
結
果
と
し
て
、
単
な
る
倉
庫
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。
な
お
、こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
、

真
に
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
国
立
公
文
書
館
を
行
政
利
用
が
可
能
な
機
関

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
す
る
と
と
も
に
、「
歴
史
」
を
払
拭
し
、
行
政
的
価
値
を
中
心

と
し
た
文
書
概
念
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
札
幌
市
公
文
書
管
理
審

議
会
で
提
示
さ
れ
た
「
重
要
公
文
書
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
中
間

書
庫
は
、
移
管
促
進
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

重
要
な
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
移
管
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
下
で
は
、
存
在
意
味

は
な
い
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
全
て
の
文
書
を
「
非
現
用
」
と
す
る
こ
と
を
や

め
、
同
時
に
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
保
管
期
限
満
了
前
移
管
を
認
め
れ
ば
よ
い
だ

け
の
こ
と
で
あ
る
（
但
し
、
行
政
機
関
の
合
意
と
国
立
公
文
書
館
へ
の
信
頼
が
重

要
で
あ
る
が
…
）。

（
78
）�

拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
歴
史
学
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』

第
二
〇
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
。

（
79
）�

加
藤
委
員
、
第
一
回
公
文
書
管
理
委
員
会
議
事
録
、
平
成
二
二
年
七
月
一
五
日
、

http://w
w
w
8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/22/220715/220715gijir

oku.pdf

、
二
頁
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
六
日
）。

（
80
）�

公
文
書
管
理
委
員
会
や
、「
有
識
者
」
が
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
よ
る
評
価
・
選
別
に

固
執
し
た
の
は
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
全
史
料
協
）
が

長
年
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
制
度
の
確
立
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
職
員
の
地
位
向
上
を
主
張

し
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
行
政
職
員
が
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
な
る
の
か
、
そ

れ
と
も
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
専
門
職
と
し
て
行
政
機
関
に
入
る
の
か
…
前
方
の
後
方

進
出
か
、
後
方
の
前
方
進
出
か
、
と
い
う
議
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
全
史
料
協

加
盟
団
体
で
、後
方
の
前
方
進
出
を
果
た
し
た
公
文
書
館
が
存
在
し
な
い
な
か
で
、

国
立
公
文
書
館
が
そ
の
突
破
口
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
状
の

国
立
公
文
書
館
に
そ
の
能
力
は
な
い
。
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
管
理
、
廃
棄

権
、
監
査
権
を
有
す
る
公
文
書
の
統
一
的
管
理
を
行
っ
て
い
る
広
島
大
学
文
書
館

の
場
合
は
、
こ
の
「
後
方
の
前
方
進
出
」
に
相
当
す
る
が
、
専
門
職
で
あ
る
公
文

書
室
長
の
苦
労
は
、
尋
常
な
も
の
で
は
な
い
。
行
政
と
の
対
話
は
簡
単
な
も
の
で

は
な
く
、
単
純
に
制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
な
ど
と
考
え
、
発
言
す

る
無
経
験
で
無
責
任
な
者
は
、
苦
闘
す
る
我
々
に
と
っ
て
は
不
愉
快
な
存
在
で
す

ら
あ
る
。

　

 　
　

一
方
、
公
文
書
管
理
の
現
場
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
や
人
員
削
減
に
さ
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ら
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
・
国
立
大
学
法
人
等
の
「
公
文
書
館
」
は
、
親
組
織

に
二
段
階
選
別
を
行
う
財
政
的
な
余
裕
は
な
く
、
よ
り
よ
い
公
文
書
管
理
の
た
め

に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
側
か
ら
一
次
選
別
を
含
め
た
統
一
的
管
理
を
主
張
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
広
島
大
学
文
書
館
の
よ
う
に
「
重
要
公
文
書
」
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
そ

れ
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
立
場
（
正
職
員
）・

能
力
（
行
政
能
力
）
に
大
き
く
依
存
す
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
親
組
織
と
の

親
和
性
が
重
要
な
の
で
あ
る
（
常
に
問
題
は
こ
こ
に
帰
着
す
る
）。
そ
の
意
味
で
、

現
状
で
、豊
か
な
一
次
選
別
に
よ
る
移
管
文
書
の
充
実
を
も
と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

札
幌
市
公
文
書
館
の
よ
う
な
「
重
要
公
文
書
」
概
念
の
導
入
に
よ
る
「
前
方
の
後

方
進
出
」
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
さ
ら
に
豊
か
な
二
次
選
別
的

な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
価
値
を
付
加
す
る
場
合
は
、
広
島
大
学
文
書
館
の
よ
う
に
専

門
職
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
苦
闘
す
る
公
文
書

館
の
多
く
は
、
担
当
者
の
意
識
・
能
力
面
で
、
広
島
大
学
文
書
館
同
様
の
統
一
的

管
理
が
可
能
な
機
関
も
多
い
。
こ
の
苦
闘
す
る
公
文
書
館
と
、
文
化
施
設
と
し
て

の
「
歴
史
文
書
館
」
と
は
類
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
前
者
の
苦
闘
が
報
わ

れ
る
の
を
何
よ
り
も
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
広
島
大
学
文
書
館
の
現
状
も
苦
闘

の
連
続
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
実
践
知
が
支
配
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

世
界
で
、「
公
文
書
館
」
の
日
常
業
務
を
遂
行
し
、
実
践
知
を
積
み
重
ね
る
こ
と

も
な
い
者
に
は
、
発
言
を
慎
重
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

 　
　

こ
の
よ
う
な
現
実
の
な
か
で
、
一
次
選
別
で
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
国
立
公
文
書

館
の
「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
に
よ
る
評
価
・
選
別
が
国
家
規
模
で
可
能
と
考
え
た
こ

と
自
体
が
、
致
命
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
こ
い
け　

せ
い
い
ち
・
広
島
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
）
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公文書等の管理に関する法律（平成21年７月１日法律第66号）修正案

現行 現行 修正案 理由

全体 歴史公文書 重要公文書 「歴史的」であることと、保存す
べき文書の価値については、同一
でないため。

全体 特定歴史公文書 特定重要公文書 同上。

第一章　総則

第一条（目的） この法律は、国及び独立行
政法人等の諸活動や歴史的
事実の記録である公文書等
が、健全な民主主義の根幹
を支える国民共有の知的資
源として、主権者である国
民が主体的に利用し得るも
のであることにかんがみ、
国民主権の理念にのっと
り、公文書等の管理に関す
る基本的事項を定めること
等により、行政文書等の適
正な管理、歴史公文書等の
適切な保存及び利用等を図
り、もって行政が適正かつ
効率的に運営されるように
するとともに、国及び独立
行政法人等の有するその諸
活動を現在及び将来の国民
に説明する責務が全うされ
るようにすることを目的と
する。

この法律は、国及び独立行
政法人等の諸活動や歴史的
事実の記録である公文書等
が、健全な民主主義の根幹
を支える国民共有の知的資
源として、主権者である国
民が主体的に利用し得るも
のであることにかんがみ、
国民主権の理念にのっと
り、公文書等の管理に関す
る基本的事項を定めること
等により、行政文書等の適
正な管理、重要公文書等の
適切な保存及び利用等を図
り、もって行政が適正かつ
効率的に運営されるように
するとともに、国及び独立
行政法人等の有するその諸
活動を現在及び将来の国民
に説明する責務が全うされ
るようにすることを目的と
する。

「歴史的」であることと、保存す
べき文書の価値については、同一
でないため。

第二条（組織） 加筆
以下、各条修正

記録管理局を設置する。記
録管理局は、内閣に対し独
立の地位を有する。

記録管理局法を新たに制定する。

第二三条（定義） 加筆 六　国家行政組織法第九条
により国の行政機関として
設置された地方支分部局
で、法律で定められたもの
七　会計検査院
八　記録管理局

事業の執行に関する資料及び地方
との関係を明らかにする公文書に
ついても収蔵する必要があるた
め。

第二三条第３項第２
号

二�行政機関の施設及び独
立行政法人等の施設であっ
て、前号に掲げる施設に類
する機能を有するものとし
て政令で定めるもの

二 行政機関の施設であっ
て、前号に掲げる施設に類
する機能を有するものとし
て政令で定めるもの

外交、防衛、宮中、日銀等に関し
ては、別建てにすべきである。統
一的管理を推進するうえでは、個
別設置の方が合理的である。現在
の国立公文書館において内閣府行
政文書の移管・公開のみが進んで
いることでも理解できよう。

第二三条第３項第３
号

加筆 三　独立行政法人等の施設
であって、前号に掲げる施
設に類する機能を有するも
のとして政令で定めるもの

独立行政法人・国立大学法人等に
よる文書館等の施設を別建てとす
る。

第二三条第６項 この法律において「歴史公
文書等」とは、歴史資料と
して重要な公文書その他の
文書をいう。

この法律において「重要公
文書等」とは、国及び独立
行政法人等の有するその諸
活動を現在及び将来の国民
に説明する責務を全うする
に必要な公文書その他の文
書をいう。

第一条（目的）と連動させ、現在
の執務にも必要な資料であるた
め。
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第二三条第７項四　 法人その他の団体（国及び
独立行政法人等を除く。以
下「法人等」という。）又
は個人から国立公文書館等
に寄贈され、又は寄託され
たもの

法人その他の団体（国及び
独立行政法人等を除く。以
下「法人等」という。）等
から移管されたもの

国立公文書館等の機能を機関アー
カイブズとしての役割に専念させ
るため。

第三四条 公文書等の管理について
は、他の法律又はこれに基
づく命令に特別の定めがあ
る場合を除くほか、この法
律の定めるところによる。

公文書等の管理について
は、この法律の定めるとこ
ろによる。本法律のもとに
記録管理局法及び国立公文
書館法、公文書館法をおく。

公文書管理法のもとに、記録管理
局法、国立公文書館法、公文書館
法を置くため。

第二章　行政文書の管理
第一節　文書の作成

第四五条第１項 行政機関の職員は、第一条
の目的の達成に資するた
め、当該行政機関における
経緯も含めた意思決定に至
る過程並びに当該行政機関
の事務及び事業の実績を合
理的に跡付け、又は検証す
ることができるよう、処理
に係る事案が軽微なもので
ある場合を除き、次に掲げ
る事項その他の事項につい
て、文書を作成しなければ
ならない。

行政機関の職員は、第一条
の目的の達成に資するた
め、当該行政機関における
調査・経緯も含めた意思決
定に至る過程並びに当該行
政機関の事務、事業の執行
及び実績を合理的に跡付
け、又は検証することがで
きるよう、処理に係る事案
が軽微なものである場合を
除き、次に掲げる事項その
他の事項について、文書を
作成しなければならない。

日本の官僚組織は、企画・立案に
のみ特化した組織ではない。一大
調査機関であるとともに、監督官
庁としての機能も有している。そ
のため、この点を考慮し、文面を
書き改めた。

第四五条第１項第４
号

加筆 四　各種調査及び監督・検
査の結果、法令等の執行に
関する内容・結果及びその
経緯

同上

第四五条第５項 行政機関の長は、行政文書
ファイル及び単独で管理し
ている行政文書（以下「行
政文書ファイル等」とい
う。）について、保存期間（延
長された場合にあっては、
延長後の保存期間。以下同
じ。）の満了前のできる限
り早い時期に、保存期間が
満了したときの措置とし
て、歴史公文書等に該当す
るものにあっては政令で定
めるところにより国立公文
書館等への移管の措置を、
それ以外のものにあっては
廃棄の措置をとるべきこと
を定めなければならない。

行政機関の長は、行政文書
ファイル及び単独で管理し
ている行政文書（以下「行
政文書ファイル等」とい
う。）について、保存期間（延
長された場合にあっては、
延長後の保存期間。以下同
じ。）の満了前のできる限
り早い時期に、保存期間が
満了した行政文書ファイル
を記録管理局長官との共同
管理下に置かねばならな
い。重要公文書等に該当す
るものにあっては政令で定
めるところにより国立公文
書館等への移管の措置を、
それ以外のものにあっては
記録管理局長官の許可を経
て、廃棄の措置をとるべき
ことを定めなければならな
い。

廃棄権については、記録管理局の
権限とする。国立公文書館が国家
機関となった時、廃棄権について
は、国立公文書館長の権限とする。

旧第五条―七条は現行のまま

第八九条�第１項 行政機関の長は、保存期間
が満了した行政文書ファイ
ル等について、第五条第五
項の規定による定めに基づ
き、国立公文書館等に移管

行政機関の長は、保存期間
が満了した行政文書ファイ
ル等について、第五条第五
項の規定による定めに基づ
き、記録管理局長官との共

同上
なお、別途制定する記録管理局法
において「長官」についは、会計
検査院事務総長と同様の指定職と
する。
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し、又は廃棄しなければな
らない。

同管理下に移したうえで、
国立公文書館等に移管し、
又は記録管理局長官の許可
を経て、廃棄しなければな
らない。

第八九条第２項 ２　行政機関（会計検査院
を除く。以下この項、第四
項、次条第三項、第十条第
三 項、 第 三 十 条 及 び 第
三十一条において同じ。）
の長は、前項の規定により、
保存期間が満了した行政文
書ファイル等を廃棄しよう
とするときは、あらかじめ、
内閣総理大臣に協議し、そ
の同意を得なければならな
い。この場合において、内
閣総理大臣の同意が得られ
ないときは、当該行政機関
の長は、当該行政文書ファ
イル等について、新たに保
存期間及び保存期間の満了
する日を設定しなければな
らない。

２　行政機関（会計検査院
を除く。以下この項、第四
項、次条第三項、第十条第
三 項、 第 三 十 条 及 び 第
三十一条において同じ。）
の長は、前項の規定により、
保存期間が満了した行政文
書ファイル等を廃棄しよう
とするときは、記録管理局
長官の許可を得なければな
らない。記録管理局長官の
許可が得られないときは、
当該行政機関の長は、当該
行政文書ファイル等につい
て、新たに保存期間及び保
存期間の満了する日を設定
しなければならない。

記録管理局による廃棄権確保のた
め

第八九条第３項
（移管又は廃棄）

３　行政機関の長は、第一
項の規定により国立公文書
館等に移管する行政文書
ファイル等について、第
十六条第一項第一号に掲げ
る場合に該当するものとし
て国立公文書館等において
利用の制限を行うことが適
切であると認める場合に
は、その旨の意見を付さな
ければならない。

３　行政機関の長は、第一
項の規定により国立公文書
館等に移管する行政文書
ファイル等について、第
十六条第一項第一号に掲げ
る場合に該当するものとし
て国立公文書館等において
利用の制限を行うことが適
切であると認める場合に
は、その旨の意見を付し、
記録管理局長官長の許可を
得なければならない。

記録管理局の設置に伴う。

第八九条第４項 内閣総理大臣は、行政文書
ファイル等について特に保
存の必要があると認める場
合には、当該行政文書ファ
イル等を保有する行政機関
の長に対し、当該行政文書
ファイル等について、廃棄
の措置をとらないように求
めることができる。

削除 廃棄については、記録管理局の同
意が必要であるため、本項目は不
要。

第九十条第１項
（管理状況の報告等）

行政機関の長は、行政文書
ファイル管理簿の記載状況
その他の行政文書の管理の
状況について、毎年度、内
閣総理大臣に報告しなけれ
ばならない。

行政機関の長は、行政文書
ファイル管理簿の記載状況
その他の行政文書の管理の
状況について、記録管理局
長官による監査を受けると
ともに、毎年度、記録管理
局長官に報告しなければな
らない。

記録管理局設置に伴う。記録管理
局の監査権。

第九十条第２項 ２　内閣総理大臣は、毎年
度、前項の報告を取りまと
め、その概要を公表しなけ
ればならない。

２　記録管理局長官は、毎
年度、前項の監査結果およ
び報告を取りまとめ、その
概要を公表する。

同上
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第九十条第３項 ３　内閣総理大臣は、第一
項に定めるもののほか、行
政文書の適正な管理を確保
するために必要があると認
める場合には、行政機関の
長に対し、行政文書の管理
について、その状況に関す
る報告若しくは資料の提出
を求め、又は当該職員に実
地調査をさせることができ
る。

３　記録管理局長官は、第
一項に定めるもののほか、
行政文書の適正な管理を確
保するために適宜、行政機
関の長に対し、行政文書の
管理について監査を行う。

記録管理局の監査権。

第九十条第４項 内閣総理大臣は、前項の場
合において歴史公文書等の
適切な移管を確保するため
に必要があると認めるとき
は、国立公文書館に、当該
報告若しくは資料の提出を
求めさせ、又は実地調査を
させることができる。

記録管理局長官は、前項の
場合において重要公文書等
の適切な移管を確保するた
め、国立公文書館等に、当
該報告若しくは資料の提出
を求め、又は実地調査を行
う。

記録管理局は、公文書統一的管理
にため、国立公文書館等について
も監査権を有する。

第三章　法人文書の管理

第十二三条第１項 独立行政法人等は、法人文
書ファイル管理簿の記載状
況その他の法人文書の管理
の状況について、毎年度、
内閣総理大臣に報告しなけ
ればならない。

独立行政法人等は、法人文
書ファイル管理簿の記載状
況その他の法人文書の管理
の状況について、記録管理
局長官による監査を受ける
とともに、毎年度、記録管
理局長官に報告しなければ
ならない。

記録管理局設置に伴う。記録管理
局の監査権。

第十二三条第２項 ２　内閣総理大臣は、毎年
度、前項の報告を取りまと
め、その概要を公表しなけ
ればならない。

２　記録管理局長官は、毎
年度、前項の監査結果およ
び報告を取りまとめ、その
概要を公表する。

第四章　歴史公文書等の保存、利用等

第十四五条第２項・
第３項（行政機関以
外の国の機関が保有
する歴史公文書等の
保存及び移管）

２�内閣総理大臣は、前項
の協議による定めに基づ
き、歴史公文書等について、
国立公文書館において保存
する必要があると認める場
合には、当該歴史公文書等
を保有する国の機関との合
意により、その移管を受け
ることができる。
３� 前項の場合において、
必要があると認めるとき
は、内閣総理大臣は、あら
かじめ、国立公文書館の意
見を聴くことができる。

２ 記録管理局長官は、重
要公文書等について、国立
公文書館等において保存す
る必要があると認める場合
には、当該重要公文書等を
保有する国の機関より、そ
の移管を行う。
３� 前項の場合において、
必要があると認めるとき
は、記録管理局長官は、あ
らかじめ、国立公文書館等
の意見を聴くことができ
る。

地方支分部局において行政文書
ファイル等の移管を国立公文書館
等が移管をうける場合想定した

（第2項）。また、地方支分部局等
については国立公文書館等の意見
が重要であるとかんがえる（第3
項）。

第十五六条第２項
（特定歴史公文書等
の保存等）

国立公文書館等の長は、特
定歴史公文書等について、
その内容、保存状態、時の
経過、利用の状況等に応じ、
適切な保存及び利用を確保
するために必要な場所にお
いて、適切な記録媒体によ
り、識別を容易にするため
の措置を講じた上で保存し
なければならない。

国立公文書館等の長は、特
定重要公文書等について、
その内容、保存状態、時の
経過、利用の状況等に応じ、
適切な保存及び利用を確保
するために必要な場所にお
いて、適切な記録媒体によ
り、識別を容易にするため
の措置を講じた上で保存し
なければならない。

煩雑な内容であるため。ガイドラ
インとの重複をさける。なお、本
第十五条を含め、国立公文書館に
関する条項は、国立公文書館法を
改正し、そちらに移す。本条では、
公文書館の設置を義務付けるもの
とすべきであろう。国立公文書館
設置の根拠とし、その下位法とし
て国立公文書館法を当該条文等と
ともに再整理すべきである。
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特定歴史公文書

第十五六条第４項 国立公文書館等の長は、政
令で定めるところにより、
特定歴史公文書等の分類、
名称、移管又は寄贈若しく
は寄託をした者の名称又は
氏名、移管又は寄贈若しく
は寄託を受けた時期及び保
存場所その他の特定歴史公
文書等の適切な保存を行
い、及び適切な利用に資す
るために必要な事項を記載
した目録を作成し、公表し
なければならない。

削除 国立公文書館等は、機関アーカイ
ブズとして移管される重要公文書
のみを扱うこととする。寄贈・寄
託については、法第二条第4項三
でいうところの「歴史的もしくは
文化的な資料又は学術研究用の資
料として特別の管理」をすること
として、別置する。その意味で、
国立公文書館内閣文庫も、この法
第二三条第4項三の対象とする。

第十六七条各項（特
定歴史公文書等の利
用請求及びその取扱
い）

特定歴史公文書
以下、各条

特定重要公文書
以下、各条

特に、本条以降、第二十四（十五）
条までは、国立公文書館法（新）
で十分な内容であり、上位法であ
る公文書管理法には、なじまない。

第十六七条第１項第
４号

四�当該特定歴史公文書等
がその全部又は一部を一定
の期間公にしないことを条
件に法人等又は個人から寄
贈され、又は寄託されたも
のであって、当該期間が経
過していない場合

削除 同上

第十六七条第２項 �国立公文書館等の長は、
前項に規定する利用の請求

（以下「利用請求」という。）
に係る特定歴史公文書等が
同項第一号又は第二号に該
当するか否かについて判断
するに当たっては、当該特
定歴史公文書等が行政文書
又は法人文書として作成又
は取得されてからの時の経
過を考慮するとともに、当
該特定歴史公文書等に第八
条第三項又は第十一条第五
項の規定による意見が付さ
れている場合には、当該意
見を参酌しなければならな
い。

�国立公文書館等の長は、
前項に規定する利用の請求

（以下「利用請求」という。）
に係る特定重要公文書等が
同項第一号又は第二号に該
当するか否かについて判断
するに当たっては、当該特
定重要公文書等が行政文書
又は法人文書として作成又
は取得されてからの時の経
過・30年を原則としつつ、
当該特定重要公文書等に第
八条第三項又は第十一条第
五項の規定による意見が付
されている場合には、当該
意見を参酌しなければなら
ない。

30年原則を事実上明記する。本条
も国立公文書館法（新）に移行。
なお、30年原則については、公文
書館法（新）にも明記する。

第十九二十条第１項 国立公文書館等の長が特定
歴史公文書等を利用させる
場合には、文書又は図画に
ついては閲覧又は写しの交
付の方法により、電磁的記
録についてはその種別、情
報化の進展状況等を勘案し
て政令で定める方法により
行う。ただし、閲覧の方法
により特定歴史公文書等を
利用させる場合にあって
は、当該特定歴史公文書等
の保存に支障を生ずるおそ
れがあると認めるときその
他正当な理由があるときに
限り、その写しを閲覧させ

国立公文書館等の長が特定
重要公文書等を利用させる
場合には、文書又は図画に
ついては閲覧又は写しの交
付の方法により、電磁的記
録についてはその種別、情
報化の進展状況等を勘案し
て政令で定める方法により
行う。ただし、閲覧の方法
により特定重要公文書等を
利用させる場合にあって
は、当該特定重要公文書等
の保存に支障を生ずるおそ
れがあると認めるときその
他正当な理由があるときに
限り、その写しを閲覧させ

写の交付等については、各国立公
文書館等の自由裁量権の範囲であ
るため。些末な内容であり、公文
書管理法になじまない。

る方法により、これを利用
させることができる。

る方法により、これを利用
させることができる。

第二十二十一条第１
項

写しの交付により特定歴史
公文書等を利用する者は、
政令で定めるところによ
り、手数料を納めなければ
ならない。

写しの交付により特定重要
公文書等を利用する者は、
政令で定めるところによ
り、手数料を納めなければ
ならない。

手数料等については、各国立公文
書館等の自由裁量権の範囲である
ため。些末な内容であり、国立公
文書館法（新）に移す。

第二十二十一条第２
項

前項の手数料の額は、実費
の範囲内において、できる
限り利用しやすい額とする
よう配慮して、国立公文書
館等の長が定めるものとす
る。

前項の手数料の額は、実費
の範囲内において、できる
限り利用しやすい額とする
よう配慮して、国立公文書
館等の長が定めるものとす
る。

手数料等は、国立公文書館等の裁
量権の範囲である。また、このよ
うな条文は、公文書管理法には不
適当である。

第二十三四条 国立公文書館等の長は、特
定歴史公文書等（第十六条
の規定により利用させるこ
とができるものに限る。）
について、展示その他の方
法により積極的に一般の利
用に供するよう努めなけれ
ばならない。

国立公文書館等の長は、特
定重要公文書等（第十六条
の規定により利用させるこ
とができるものに限る。）
について、展示その他の方
法により積極的に一般の利
用に供するよう努めなけれ
ばならない。

国立公文書館等にとっては、重要
公文書の保存、公開が本義であり、
利用促進は、第二義的なものであ
るため。本条も単なる努力規定で
あり、国立公文書館法（新）に移
す。

第二十三四条 特定歴史公文書等を移管し
た行政機関の長又は独立行
政法人等が国立公文書館等
の長に対してそれぞれその
所掌事務又は業務を遂行す
るために必要であるとして
当該特定歴史公文書等につ
いて利用請求をした場合に
は、第十六条第一項第一号
又は第二号の規定は、適用
しない。

特定重要公文書等を移管し
た行政機関の長又は独立行
政法人等が国立公文書館等
の長に対してそれぞれその
所掌事務又は業務を遂行す
るために必要であるとして
当該特定重要公文書等につ
いて利用請求をした場合に
は、早急に対応しなければ
ならない。なお、その利用
に供するに第十六条第一項
第一号又は第二号の規定
は、適用しない。

行政利用の促進を図るため。

第五章　記録管理委員会公文書管理委員会 公文書管理委員会に代えて、作成
段階からの現用記録管理を重視す
るため記録管理委員会を設置す
る。

第二十八条第１項 内閣府に、公文書管理委員
会（以下「委員会」という。）
を置く。

記録管理局に、記録管理委
員会（以下「委員会」とい
う。）を置く。

第二十九条　 内閣総理大臣は、次に掲げ
る場合には、委員会に諮問
しなければならない。
一�第二条第一項第四号若
しくは第五号、第三項第二
号、第四項第三号若しく第
五項第三号若しくは第四
号、第五条第一項若しくは
第三項から第五項まで、第
七条、第十条第二項第七号、
第十一条第二項から第四項
まで、第十五条第四項、第
十七条、第十八条第一項か
ら第三項まで、第十九条又
は第二十条第一項の政令の
制定又は改廃の立案をしよ

記録管理局長官は、次に掲
げる場合には、委員会に諮
問しなければならない。
一�第三条第一項第四号若
しくは第五号、第三項第一
号若しくは第二号、第四項
第三号若しく第五項第三号
若しくは第四号、第六条第
一項若しくは第三項から第
五項まで、第八条、第十一
条第二項第七号、第十二条
第二項から第四項まで、第
十六条第四項、第十八条、
第十九条第一項から第三項
ま で、 第 二 十 条 又 は 第
二十一条第一項の政令の制

「国立公文書館の設置する公文書
館」、分館は、地方支分部局にと
もない設置するに際しては、審議
対象とする。第十九条、第二十条
は、国立公文書館等において自由
裁量で行うため、削除する。第
三十一条については、後述。
また、第十八条第一項から第三項、
第十九条、第二十条についても、
　国立公文書館法の改正に際し
て、移す。また、第二十一条も利
用審査請求については、国立公文
書館法の改正と、これと並行する
評価委員会の設置とともに、同評
価委員会の業務に移す。
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る方法により、これを利用
させることができる。

る方法により、これを利用
させることができる。

第二十二十一条第１
項

写しの交付により特定歴史
公文書等を利用する者は、
政令で定めるところによ
り、手数料を納めなければ
ならない。

写しの交付により特定重要
公文書等を利用する者は、
政令で定めるところによ
り、手数料を納めなければ
ならない。

手数料等については、各国立公文
書館等の自由裁量権の範囲である
ため。些末な内容であり、国立公
文書館法（新）に移す。

第二十二十一条第２
項

前項の手数料の額は、実費
の範囲内において、できる
限り利用しやすい額とする
よう配慮して、国立公文書
館等の長が定めるものとす
る。

前項の手数料の額は、実費
の範囲内において、できる
限り利用しやすい額とする
よう配慮して、国立公文書
館等の長が定めるものとす
る。

手数料等は、国立公文書館等の裁
量権の範囲である。また、このよ
うな条文は、公文書管理法には不
適当である。

第二十三四条 国立公文書館等の長は、特
定歴史公文書等（第十六条
の規定により利用させるこ
とができるものに限る。）
について、展示その他の方
法により積極的に一般の利
用に供するよう努めなけれ
ばならない。

国立公文書館等の長は、特
定重要公文書等（第十六条
の規定により利用させるこ
とができるものに限る。）
について、展示その他の方
法により積極的に一般の利
用に供するよう努めなけれ
ばならない。

国立公文書館等にとっては、重要
公文書の保存、公開が本義であり、
利用促進は、第二義的なものであ
るため。本条も単なる努力規定で
あり、国立公文書館法（新）に移
す。

第二十三四条 特定歴史公文書等を移管し
た行政機関の長又は独立行
政法人等が国立公文書館等
の長に対してそれぞれその
所掌事務又は業務を遂行す
るために必要であるとして
当該特定歴史公文書等につ
いて利用請求をした場合に
は、第十六条第一項第一号
又は第二号の規定は、適用
しない。

特定重要公文書等を移管し
た行政機関の長又は独立行
政法人等が国立公文書館等
の長に対してそれぞれその
所掌事務又は業務を遂行す
るために必要であるとして
当該特定重要公文書等につ
いて利用請求をした場合に
は、早急に対応しなければ
ならない。なお、その利用
に供するに第十六条第一項
第一号又は第二号の規定
は、適用しない。

行政利用の促進を図るため。

第五章　記録管理委員会公文書管理委員会 公文書管理委員会に代えて、作成
段階からの現用記録管理を重視す
るため記録管理委員会を設置す
る。

第二十八条第１項 内閣府に、公文書管理委員
会（以下「委員会」という。）
を置く。

記録管理局に、記録管理委
員会（以下「委員会」とい
う。）を置く。

第二十九条　 内閣総理大臣は、次に掲げ
る場合には、委員会に諮問
しなければならない。
一�第二条第一項第四号若
しくは第五号、第三項第二
号、第四項第三号若しく第
五項第三号若しくは第四
号、第五条第一項若しくは
第三項から第五項まで、第
七条、第十条第二項第七号、
第十一条第二項から第四項
まで、第十五条第四項、第
十七条、第十八条第一項か
ら第三項まで、第十九条又
は第二十条第一項の政令の
制定又は改廃の立案をしよ

記録管理局長官は、次に掲
げる場合には、委員会に諮
問しなければならない。
一�第三条第一項第四号若
しくは第五号、第三項第一
号若しくは第二号、第四項
第三号若しく第五項第三号
若しくは第四号、第六条第
一項若しくは第三項から第
五項まで、第八条、第十一
条第二項第七号、第十二条
第二項から第四項まで、第
十六条第四項、第十八条、
第十九条第一項から第三項
ま で、 第 二 十 条 又 は 第
二十一条第一項の政令の制

「国立公文書館の設置する公文書
館」、分館は、地方支分部局にと
もない設置するに際しては、審議
対象とする。第十九条、第二十条
は、国立公文書館等において自由
裁量で行うため、削除する。第
三十一条については、後述。
また、第十八条第一項から第三項、
第十九条、第二十条についても、
　国立公文書館法の改正に際し
て、移す。また、第二十一条も利
用審査請求については、国立公文
書館法の改正と、これと並行する
評価委員会の設置とともに、同評
価委員会の業務に移す。
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小池聖一　　公文書管理法修正試案再考

うとするとき。
二� 第 十 条 第 三 項、 第
二十五条又は第二十七条第
三項の規定による同意をし
ようとするとき。
三�第三十一条の規定によ
る勧告をしようとすると
き。

定又は改廃の立案をしよう
とするとき。
二� 第 十 一 条第三項、第
二十六条又は第二十八条第
三項の規定による同意をし
ようとするとき。
三 第三十二条の規定によ
る勧告をしようとすると
き。

第三十一条 内閣総理大臣は、この法律
を実施するため特に必要が
あると認める場合には、行
政機関の長に対し、公文書
等の管理について改善すべ
き旨の勧告をし、当該勧告
の結果とられた措置につい
て報告を求めることができ
る。

記録管理局長官は、この法
律を実施するため必要があ
ると認める場合には、行政
機関の長に対し、公文書等
の管理について改善すべき
旨の命令をし、当該命令の
結果とられた措置について
報告しなければならない。

記録管理局に公文書管理に関する
監察権を付与する。

第三十二条第２項 国立公文書館は、行政機関
及び独立行政法人等の職員
に対し、歴史公文書等の適
切な保存及び移管を確保す
るために必要な知識及び技
能を習得させ、及び向上さ
せるために必要な研修を行
うものとする。

国立公文書館等は、行政機
関及び独立行政法人等の職
員に対し、重要公文書等の
適切な保存及び移管を確保
するために必要な知識及び
技能を習得させ、及び向上
させるために必要な研修を
行うものとする。

研修については、国立公文書館等
においても実態上、行っているた
め。なお、記録管理局記録管理官
の養成については、記録管理局法
において制定する。本条も、国立
公文書館法（新）に移す。
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The revised tentative plan of the Public Records Management Act.

KOIKE�Seiichi

Abstract�

　　�The�most�effective�and�efficient�form�of�administrative�document�management�for�the�

operation�of�the�administration�is�currently�unclear.��In�the�current�study,�the�reform�plans�of�

the�ruling�party�and�the�opposition�party�bill�were�analyzed.��In�addition�the�discussion�of�the�

official�document�management�committee�was�analyzed,�and�the�fundamental�problems�were�

clarified.��Finally,�a�revised�draft�was�produced.


